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私
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
を

負
託
さ
れ
、
就
任
以
来
「
小
さ
く
て

も
き
ら
り
と
光
る
、
住
ん
で
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
ま
ち
づ
く
り
を
、

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
各
種
施
策
の
推

進
に
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

先
日
、
昨
年
10
月
１
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
が
、
愛

媛
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
東

温
市
は
、
前
回
の
平
成
17
年
と
比

較
し
て
、
人
口
が
２
名
、
世
帯
数
で

６
２
９
世
帯
の
増
加
と
い
う
結
果
で

し
た
。
増
加
人
数
は
微
々
た
る
も
の

で
す
が
、
愛
媛
県
全
体
で
３
万
６
千

人
余
り
、
東
温
市
に
匹
敵
す
る
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、
人
口
増
加
が
続

く
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
有
り
難
い

状
況
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
や
順
調
な
市
政
運
営
は
、

議
会
や
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
の
賜
物
と
、
改
め
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
来
年

度
も
引
き
続
き
、
東
温
市
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
い
の
ち
輝
き
緑
あ
ふ
れ

る
東
温
市
」
の
将
来
像
の
実
現
に
向

け
て
、
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
危
機
を
克
服

し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
失
業
率
が
依
然
と
し
て
高

水
準
で
推
移
し
、
円
高
や
デ
フ
レ
の

影
響
等
か
ら
経
済
回
復
に
力
強
さ
が

感
じ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、

「
元
気
な
日
本
復
活
予
算
」
と
位
置

付
け
た
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

９
２
兆
４
，１
１
６
億
円
が
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。
租
税
等
収
入
が
依
然

と
し
て
低
水
準
に
あ
る
中
、
財
政
規

律
を
堅
持
す
る
た
め
、
非
常
に
厳
し

い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
元

気
な
日
本
復
活
特
別
枠
」
２
兆
１
，

０
０
０
億
円
を
活
用
し
、
農
業
戸
別

所
得
補
償
を
は
じ
め
求
職
者
支
援
、

子
ど
も
手
当
等
の
拡
充
や
小
学
校
１

年
生
の
35
人
以
下
学
級
の
実
現
経
費
、

ま
た
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
（
仮
称
）

等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

分
野
別
で
は
、
地
方
財
政
に
影
響

の
大
き
い
地
方
交
付
税
交
付
金
は
、

前
年
か
ら
４
，８
０
０
億
円
増
額
さ
れ

１
７
兆
３
，７
０
０
億
円
、
文
教
及
び

科
学
振
興
費
は
前
年
か
ら
７
７
２
億

円
減
額
さ
れ
５
兆
５
，１
０
０
億
円
、

公
共
事
業
関
係
費
は
７
，９
８
７
億
円

減
額
さ
れ
４
兆
９
，７
４
３
億
円
と
な

る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
は
自
然

増
に
対
応
し
１
兆
４
，３
９
３
億
円
増

の
２
８
兆
７
，０
７
９
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
中
村
新
知
事
の

も
と
『「
愛
顔
」
あ
ふ
れ
る
愛
媛

県
』
の
実
現
に
向
け
た
予
算
が
編
成

さ
れ
、
特
に
雇
用
経
済
対
策
、
低
迷

す
る
農
林
水
産
業
へ
の
支
援
、
観
光

に
よ
る
地
域
振
興
な
ど
、
経
済
関
連

分
野
に
手
厚
く
配
分
さ
れ
た
、
５
年

ぶ
り
に
６
，０
０
０
億
円
台
の
一
般

会
計
予
算
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
に
あ
っ
て
知
事
が
「
公
約
実

現
予
算
」
と
位
置
付
け
た
65
事
業
、

１
２
億
５
千
万
円
の
予
算
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
の
東
温
市
の
財

政
見
通
し
で
す
が
、
歳
入
面
で
は
、

地
方
交
付
税
の
増
額
と
法
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
で
若
干
の
回
復
が
見

込
ま
れ
る
も
の
の
、
長
引
く
景
気
低

迷
の
影
響
に
よ
り
、
引
き
続
き
個
人

市
民
税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら

に
エ
コ
カ
ー
減
税
の
導
入
に
伴
う
自

動
車
取
得
税
交
付
金
の
減
収
や
国
・

県
補
助
金
の
補
助
割
合
の
引
き
下

げ
・
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
極
め
て
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
を
は
じ
め

義
務
的
経
費
な
ど
の
財
政
需
要
の
大

幅
な
増
加
傾
向
が
続
き
、
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
や
高
水
準
で
推
移
す
る

公
債
費
等
、
見
込
ま
れ
る
財
源
不
足

に
は
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
く
臨
時

財
政
対
策
債
や
財
政
調
整
基
金
の
活

用
に
よ
り
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
に
際
し

て
は
、
国
の
補
正
予
算
を
踏
ま
え
た

２
月
並
び
に
３
月
の
補
正
予
算
に
お

け
る
対
応
を
含
め
て
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
市
民
生
活
の
安
心
確
保
を

一般会計　143億1 , 8 0 0万円
特別会計　 88億6,050万7千円
企業会計　 15億5,505万8千円
合　　計　247億3,356万5千円



会計別予算の状況

広報とうおん　4.1.20113

図
る
た
め
、
切
れ
目
の
な
い
対
策
を

講
じ
た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
代
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
構
築

す
る
た
め
、
引
き
続
き
事
務
事
業
に

係
る
経
常
的
経
費
の
抑
制
や
補
助
金

制
度
の
見
直
し
を
継
続
す
る
な
ど
行

財
政
改
革
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

政
策
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
財

源
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分
に
努
め
、

可
能
な
限
り
市
民
福
祉
の
維
持
・
向

上
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
と
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
手
当
の

拡
充
な
ど
、
義
務
的
経
費
の
扶
助
費

が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
、
ま
た
中
央

公
民
館
耐
震
補
強
大
規
模
改
造
工
事

の
実
施
や
愛
大
医
学
部
周
辺
整
備
事

業
の
う
ち
、
志
津
川
土
地
区
画
整
理

事
業
が
本
格
的
な
面
的
整
備
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
に
伴
い
、
組
合
へ
の

補
助
金
な
ど
投
資
的
経
費
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
も
、
東
温

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
東
温
市

総
合
計
画
」
の
将
来
像
、「
い
の
ち

輝
き
緑
あ
ふ
れ
る
東
温
市
」
実
現
の

た
め
、
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て

「
環
境
と
健
康
」
の
重
視
、「
東
温
ら

し
さ
」
の
創
造
と
発
信
、「
協
働
体

制
と
自
立
力
」
の
強
化
の
３
つ
を
基

本
原
則
と
し
、
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
の

中
で
、
本
市
の
す
べ
て
の
「
い
の
ち
」

が
、
常
に
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
予
算
を
は
じ

め
関
連
法
案
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ
る
、

非
常
に
不
安
定
で
厳
し
い
時
代
で
あ

り
ま
す
が
、
私
を
は
じ
め
職
員
一
人

ひ
と
り
が
、
改
め
て
自
ら
の
役
割
を

十
分
認
識
し
意
識
改
革
を
行
い
、
一

層
の
コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
て
真
に
必

要
な
事
業
を
選
択
し
、
適
正
な
人
員

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、

時
代
の
要
請
と
市
民
の
負
託
に
応
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
温
市
長　

髙
須
賀　

功

　東温市の平成 23 年度当初予算が、3 月市議会
定例会で議決されました。
　新年度のまちづくりの基礎となる施政方針（要
旨）と予算内容について説明します。

歳　入
14,318,000
千円

歳　出
14,318,000
千円

人件費
17.5％

市税
24.9％

繰出金
10.6％

地方交付税
28.8％

その他
11.5％

県支出金
7.2％

国庫支出金
10.9％

民生費
31.7％

公債費
11.5％

扶助費
15.2％

補助費等
7.5％

投資的経費
18.6％

物件費
16.3％

公債費
11.5％

総務費
7.6％

教育費
19.7％

土木費
9.2％

消防費
3.8％

その他
2.9％ その他 2.8％

農林
水産業費
5.5％

衛生費
8.1％

地方消費税
交付金
2.1％

市債
14.6％

一般会計予算の状況

会計別予算の状況

会　 計　 別 平成23年度
当初予算額（A）

平成22年度
当初予算額（B）

比　　較
（A）−（B）

一 般 会 計 14,318,000 13,254,000 （8.0）
1,064,000

特

別

会

計

国民健康保険 3,764,697 3,676,140 （2.4）
88,557

老 人 保 健 0 6,170 （△100.0）
△ 6,170

後期高齢者医療 334,308 348,062 （△4.0）
△ 13,754

介 護 保 険 3,299,365 2,935,267 （12.4）
364,098

ふるさと交流館 198,358 212,247 （△6.5）
△ 13,889

簡 易 水 道 2,403 1,965 （22.3）
438

農業集落排水 154,321 149,225 （3.4）
5,096

公共下水道 1,107,055 1,096,332 （1.0）
10,723

計 8,860,507 8,425,408 （5.2）
435,099

企
業
会
計

水道事業会計 1,555,058 1,789,098 （△13.1）
△ 234,040

計 1,555,058 1,789,098 （△13.1）
△ 234,040

合　　　計 24,733,565 23,468,506 （5.4）
1,265,059

施政方針と
予算平成23年度
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　◎：新規事業　○：大幅増額事業　（単位：千円）

施政方針と平成23年度予算

4

5

6

創造性と活力に満ちた元気産業のまち

自然と調和する快適な都市基盤のまち	 	 	

みんなでつくる協働・自立のまち	

　農業では、農業の担い手となる認定農業者の育成と確保に努めます。また、環
境保全効果の高い営農活動に取り組む農業者に対し支援を行います。
　商工では、東温市で開催される全国どぶろく研究大会の実行委員会へ助成を行
います。
　観光では、東温市の風景や行事をテーマにしたフォトコンテストを行います。

　交通では、市民の日常生活における移動の利便性を向上させるため、バス路線の
再編や交通結節点の整備を行います。
　市街地整備では、愛媛大学医学部周辺地域において、道路や公園を整備するとと
もに、快適な住環境と魅力ある都市景観を創出するため志津川地区土地区画整理事
業へ支援を行います。

　コミュニティでは、地域の均衡ある発展と住民の生活福祉の維持向上を図るため、
集会所等の整備に対して助成を行うとともに、市内各地で展開されているコミュニ
ティ活動を更に推進します。また、電源立地地域対策交付金を活用して滑川生活改
善センター進入路や駐車場の整備を行います。

　≪農業≫ 
　中山間地域直接支払事業 93,185
　市・県単独土地改良事業助成 20,564
　県営土地改良事業負担金 42,792
　農地・水・環境保全向上対策事業 31,321
　農山漁村活性化プロジェクト支援事業 50,382
◎次代を担う若い農林業就業促進事業 120
◎環境保全型農業直接支援事業 1,586
　≪商工≫
　商工会助成 12,100
◎全国どぶろく研究大会開催助成 1,000

　≪道路・交通≫ 　
　生活交通バス路線運行助成 17,741
　地域公共交通活性化事業 21,494
　道路橋梁維持補修事業 118,323
　道路橋梁新設改良事業 14,340
　道路改良事業助成 13,572
　地方特定道路整備事業 46,894

　≪人権・男女共同≫
　福祉館管理運営費 7,244
　人権対策関連事業 272
　人権教育協議会助成 3,400
　男女共同参画事業 197
　≪コミュニティ≫
　コミュニティ活動推進事業 42,413
　コミュニティ施設整備助成 4,400
　電源立地地域対策交付金事業 5,860

　≪市街地・住宅≫
○愛大医学部周辺整備事業 425,835
　地域住宅計画事業 1,787
　≪情報≫ 
　地域イントラネット運用管理費 15,075
　≪土地利用≫
　国土調査事業 97,267

　≪林業≫ 
　造林事業助成 2,639
　市単独林道改良事業助成 10,000
　森林環境保全整備事業 15,400
　有害鳥獣捕獲事業 6,213
　≪観光≫ 
　広域観光連携推進事業 709
◎東温フォトコンテスト事業 1,724
　ふるさと交流館運営［特別会計］ 198,358
　≪雇用≫
○ふるさと雇用再生事業 51,022

　≪協働のまちづくり≫
　広報事業 7,023
　区長会運営費 4,709
　≪自治体経営≫
　人事評価制度導入事業 1,546
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６つの政策目標の主な内容を以下のとおり紹介します。

1

2

3

地球と共生する快適環境のまち	

みんなが元気になる健康福祉のまち

心豊かに学びあう文化創造のまち	

　環境では、地球温暖化対策として太陽光発電システムなどの対策機器の設置に対
する助成を引き続き行います。また、給食センターのCO2削減で得た環境省認証の
排出権を活用し、地場産給食の推進や食育事業に取り組みます。
　ごみ処理では、処理体制の充実や不法投棄防止対策を行います。
　上下水道では、水道事業や公共下水道事業を引き続き推進します。

　子育て支援では、保育所の改修により保育環境の向上を目指すとともに、認定こど
も園の運営費に対する助成を行います。
　健康づくりでは、子宮頸がん等のワクチン接種に対する助成を行い、また、こころ
の健康づくりや精神保健福祉に関する正しい知識の普及啓発を行い、自殺対策の緊
急強化にも取り組みます。

　学校教育では、昨年に引き続き小中学校の耐震補強及び改築を行い、安全安心な
学習環境の整備を行います。
　生涯学習では、中央公民館の耐震補強に合わせ、市民の学習ニーズに応えるため
大規模改造を行います。また、文化財保護では、揚り畑遺跡の発掘調査を行います。

　≪環境≫
　省・新エネルギー推進事業 893
　太陽光発電システム等の設置助成 19,420
◎CO2排出権活用事業 645
　≪ごみ≫
　指定ごみ袋配布事業 8,253
　不法投棄・環境パトロール事業 4,494
　ごみ収集事業 205,322
　コンポスト・電気生ごみ処理機設置助成 510
　≪公園≫
　公園管理費 81,754

　≪障害者福祉≫
　日中一時支援事業 15,660
　障害者自立支援特別対策事業 31,999
○介護給付費 340,920
　≪子育て支援≫
　子ども手当 700,735
　こんにちは赤ちゃん事業 2,714
　保育所運営管理費 259,815
○保育所改修事業 17,966
◎認定こども園運営費助成 1,597
　乳幼児医療費助成 84,066

　≪健康づくり≫
　健康診査・がん検診事業 58,927
◎子宮頸がん等ワクチン接種支援事業 66,502
◎地域自殺対策緊急強化事業 2,426
◎医師確保対策事業 15,143
　≪高齢者福祉≫
　長寿祝金支給事業 10,475
　地区敬老会事業助成 14,850
　特別養護老人ホーム建設助成 42,807
　後期高齢者医療［特別会計］ 334,308
　介護保険事業［特別会計］ 3,299,365

　≪学校教育≫
　特別支援教育事業 31,548
　要保護・準要保護児童援助事業 21,137
○小学校施設改修事業 109,376
　中学校改築事業 998,949
　≪スポーツ≫
　愛媛国体開催地競技強化事業 1,760
　各種スポーツ大会開催事業 2,761
　市民大運動会開催事業 3,953
　体育施設管理運営費 51,937
◎冬季オリンピックメダリスト育成事業助成 1,000

≪上下水道≫  
上水道事業［企業会計］  670,432
川内地区統合簡易水道事業［企業会計］  884,626
簡易水道事業［特別会計］  2,403
合併処理浄化槽設置助成  23,610
公共下水道事業［特別会計］  1,107,055
集落排水事業［特別会計］  154,321
≪防災≫  
浸水対策事業  17,732
常備消防費  38,502
小型動力ポンプ・積載車購入  8,395

　≪生涯学習≫ 
　公民館活動費  3,504
　公民館事業  924
　分館活動事業助成  3,600
　各種講座開催事業  832
　市民大学開催事業  800
◎中央公民館耐震補強大規模改造事業  589,400
　図書館図書整備  5,768
　文化財保護事業  66,554
◎　うち揚り畑遺跡第７次発掘調査事業 56,313
○町誌編纂事業  15,067
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豊
か
な
森
林
を
子
ど
も
た
ち
の
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

日
本
は
、
森
林
が
国
土
の
３
分
の
２

を
覆
う
、
世
界
有
数
の
緑
豊
か
な
森
林

国
で
す
。

　

こ
の
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
は
、
豊

か
な
水
を
育
み
、
良
好
な
環
境
を
形
成
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
を
保
全
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
、
我
が
国
の
森
林
は
危
機

的
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
を
支
え
る
林
業
や
山
村
の
元
気

が
な
く
な
り
、
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が

不
足
し
て
い
る
森
林
が
増
え
て
お
り
、

決
し
て
、「
美
し
い
森
林
」
と
は
言
え
な

い
状
況
で
す
。

　

近
年
、
局
地
的
な
豪
雨
が
頻
発
し
、
各

地
で
山
崩
れ
が
発
生
す
る
な
ど
、
か
け
が

え
の
な
い
森
林
の
機
能
の
低
下
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

潤
い
あ
ふ
れ
る
水
辺
を
育
む
河
川
が
中

央
を
流
れ
、
緑
豊
か
な
山
々
に
恵
ま
れ
た

東
温
市
。

　

な
か
で
も
森
林
の
面
積
は
、
お
よ
そ
８

割
を
占
め
、
一
度
失
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

取
り
戻
す
に
は
、
た
い
へ
ん
な
時
間
と
労

力
を
要
し
ま
す
。

　

東
温
市
で
は
、
市
民
参
加
型
の
森
林
づ

く
り
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
よ
る
林
業
体
験
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

　

２
月
26
日
、
塩
ヶ
森
ふ
る
さ
と
公
園
に

約
40
名
の
市
民
が
集
合
し
、
林
業
体
験
を

通
し
て
自
然
と
親
し
み
、
森
に
学
ぶ
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
い
う
幅
広

い
年
代
が
集
ま
っ
た
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
で
は
、
森
林
組
合
の
職
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
松
く
い
虫
に
強
い
ア
カ

マ
ツ
の
植
樹
作
業
に
挑
戦
。

　

く
わ
を
使
っ
て
穴
を
掘
る
と
、
苗
木
を

一
本
ず
つ
丁
寧
に
植
樹
し
な
が
ら
、
大
き

く
育
つ
の
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

心
地
の
良
い
汗
を
流
し
た
参
加
者
は
、

作
業
を
体
験
し
た
感
想
や
森
林
の
持
つ
魅

力
に
つ
い
て
一
文
字
の
漢
字
で
表
す
と
、

一
人
ひ
と
り
の
感
想
を
発
表
し
、
未
来
へ

向
け
た
森
づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、「
緑
の
ダ
ム
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

森
林
の
持
つ
重
要
な
役
割
に
保
水
力
が

あ
り
ま
す
。
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未来へとつなげる
森林を考える

　

木
の
な
い
と
こ
ろ
に
降
っ
た
雨
水
は
、

そ
の
ま
ま
地
面
を
流
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
森
林
が
あ
る
と
雨
水
は
地
面
を
お

お
っ
て
い
る
木
の
葉
っ
ぱ
や
下
草
の
間
を

通
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
地
下
へ
と
浸

透
し
ま
す
。

　

森
林
の
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
や
わ
ら
か

い
土
が
、
雨
水
を
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で
、

そ
れ
を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
谷
川
に
流
し
た

り
、
少
し
ず
つ
蒸
発
さ
せ
、
恵
み
の
雨
を

も
た
ら
し
ま
す
。
日
本
列
島
は
森
林
で
お

お
わ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
に
降
る
雨
の

多
く
は
「
緑
の
ダ
ム
」
で
あ
る
森
林
に
蓄

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
森
林
か
ら
得
ら

れ
る
木
材
を
使
っ
て
家
を
建
て
、
薪
や
炭

を
燃
料
と
し
た
り
、
森
林
の
下
草
や
落
ち

葉
は
農
地
の
肥
料
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

２
月
28
日
、
西
谷
小
学
校
と
東
谷
小
学

校
で
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
作
業
を
通
し
て
、

森
林
の
大
切
さ
を
学
ぶ
森
林
体
験
学
習
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、
森
林
を
活
用
す
る
こ
と

で
森
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
な
が
ら
、

森
林
を
支
え
る
林
業
の
重
要
性
を
小
学
生

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
中
予
地
方
局

森
林
林
業
課
が
松
山
流
域
森
林
組
合
と
協

力
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

自
然
界
に
お
け
る
森
林
の
役
割
や
林
業

の
大
切
さ
、
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
方
法
な
ど

の
説
明
を
聞
い
た
児
童
は
、
職
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
早
速
、
作
業
を
開
始
。

こ
ま
打
ち
ド
リ
ル
を
使
っ
た
穴
開
け
作
業

や
重
い
原
木
の
運
搬
に
四
苦
八
苦
し
な
が

ら
も
、
力
を
合
わ
せ
て
作
業
を
こ
な
し
て

い
ま
し
た
。

　

シ
イ
タ
ケ
の
こ
ま
打
ち
を
終
え
た
児
童

は
、「
楽
し
く
森
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

今
日
、
植
え
た
シ
イ
タ
ケ
を
大
切
に
育
て

て
い
き
ま
す
。」
と
元
気
よ
く
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　　

今
、
世
界
を
見
て
み
る
と
、
一
秒
間
に

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
１
面
分
、
一
年
間
に
換

算
す
る
と
、
本
州
の
約
半
分
の
面
積
の
森

林
が
失
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
度
失
っ
た
森
林
を
再
生
す
る
ま
で
の

道
の
り
は
、
果
て
し
な
く
長
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
水
を
守
り
、
空
気
を
守
り
、

地
球
を
守
る
た
め
に
、
太
古
の
昔
か
ら
受

け
継
い
だ
こ
の
貴
重
な
森
林
を
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
こ
そ
、
生
命
の
源
を
育
む
森
林
の
大

切
さ
を
認
識
し
直
し
、
一
人
ひ
と
り
が
森

林
に
対
し
て
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　中予地方局が松山流域森林組合と行っているシ
イタケづくりをテーマとした森林体験学習。子ど
もたちは、森林を活用することで、森の素晴らし
さを感じながら、林業の重要性を学んでいます。
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地
球
に
生
命
が
誕
生
し
て
か

ら
、
生
物
は
約
40
億
年
の
長
い

年
月
を
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
に
対
応
し
な
が
ら
、
多
く

の
種
類
を
生
み
出
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
生
物
に
は
み
な
個

性
が
あ
り
、
お
互
い
が
網
の
目

の
よ
う
に
複
雑
な
関
係
で
つ
な

が
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
「
生
物
多
様
性
」
の

姿
で
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
生
物

多
様
性
の
「
め
ぐ
み
」
が
な
く

て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
間
本
位
の
活
動

は
、
種
の
絶
滅
、
生
態
系
の
変

質
な
ど
生
物
多
様
性
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

生
物
多
様
性
の
危
機
は
、「
地

球
温
暖
化
」
の
問
題
と
と
も
に
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
世
界
中
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
■
問
い
合
せ
先

　

市
民
環
境
課　

新
エ
ネ
推
進
室

　
（
℡
９
６
４
・
４
４
１
５
）

環
境
啓
発
シ
リ
ー
ズ

生
物
多
様
性
を
探
る

No.2

そもそも生物多様性ってどんなこと？
　「生物多様性」の元の言葉は、英語のバイオダイバーシティ。生物多様性は、「種の多様性」「遺伝子
の多様性」「生態系の多様性」の3つの階層から成り立っています。

サンゴ礁といったさまざまなタイプの自然があ
ります。そこにはそれぞれの環境に適応した生
物が、生産者（植物など）、消費者（動物など）、
分解者（菌類など）として関係しあいながら生
息・生育し、特有の生態系を形成しています。
　生態系の働きが生み出す人間にとっての「め
ぐみ」を生態系サービスといいます。このよう
な、それぞれ異なる生態系がみられることを「生
態系の多様性」といいます。

　興味のある方は、環境省生物多様性センター
のホームページをご覧ください。

種の多様性
　地球上には数え切れないほどの種類の生物が
います。細菌などの目に見えない微生物から、
なじみ深い動植物、人間に至るまで、長い年月
をかけてそれぞれの環境に適応した、さまざま
な種類の生物が生まれました。
　この種類の多様性が「種の多様性」です。現
在、地球上には既知の生物種は 180 万種です
が、未知のものを含めると約 3,000 万種もの
生物がいるとも予測されています。

遺伝子の多様性
　同じ種類でも異なる個性があります。生物は、
同じ種であっても異なる遺伝子を持つことで、そ
の形や色、模様、生態などが微妙に違う、いわ
ば「個性」が生まれます。同じ人間でも、国や
地域ごとで、肌や髪の毛の色などが異なります。
　また、同じ日本人、さらに親子であっても似
て非なる個性があり、まったく同じ特徴をもっ
ている種の生物の中での多様性を「種内の多様
性」または「遺伝子の多様性」といいます。

生態系の多様性
　地球の植物や動物、微生物といったすべての
生物は、いろいろな環境の中でくらしています。
地球上には、森林、里地里山、河川、湿原、砂漠、
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愛媛県議会
　　議員選挙

◆
投
票
で
き
る
人

投
票
が
で
き
る
の
は
、
日
本

国
民
で
次
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
で
す
。

●
平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
か

ら
東
温
市
に
住
民
記
録
が
あ

る
人
（
転
入
の
場
合
は
、
同

日
ま
で
に
転
入
届
け
出
の
済

ん
で
い
る
人
）
で
、
投
票
日

ま
で
愛
媛
県
内
の
市
町
に
住

ん
で
い
る
人

※
県
内
に
転
出
し
た
人
は
、
転

出
先
の
市
区
町
村
長
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住

ん
で
い
る
こ
と
の
証
明
書
」

の
提
示
が
必
要
で
す
。
県
外

に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
成
年
被
後
見
人
な
ど
、
欠
格

事
項
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人

◆
投
票
日　

４
月
10
日
㈰

市
内
17
投
票
所
に
て
、午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

◆
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行

な
ど
の
都
合
で
、
投
票
に
行

け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

●
期　

間

　

４
月
２
日
㈯
～
４
月
９
日
㈯

●
時　

間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
場　

所

　

市
役
所　
　

４
階　

会
議
室

　

川
内
支
所　

３
階　

会
議
室

◆
選
挙
公
報

選
挙
公
報
は
愛
媛
・
朝
日
・

読
売
・
毎
日
・
産
経
・
日
本

経
済
の
各
新
聞
に
折
り
込
ん

で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
市
役

所
、
川
内
支
所
、
中
央
公
民

館
、
川
内
公
民
館
、
ふ
る
さ

と
交
流
館
等
に
も
置
い
て
あ

り
ま
す
。
新
聞
を
定
期
購
読

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
郵
送

い
た
し
ま
す
の
で
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
学
生
の
選
挙
権
に
つ
い
て

東
温
市
に
住
民
票
を
残
し
た

ま
ま
、
市
外
の
大
学
や
専
門

学
校
等
に
修
学
の
た
め
、
寮

や
下
宿
な
ど
居
住
し
て
い
る

学
生
の
方
等
は
、
投
票
所
入

場
券
が
届
い
て
い
て
も
投
票

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
本
来
の
住
居
地
の
市

町
村
に
住
民
票
を
移
し
て
く

だ
さ
い
。
転
入
の
届
け
を
し

た
日
か
ら
３
か
月
た
ち
ま
す

と
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
資
格
が
で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
東
温
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡
９
６
４
・ 

２
０
０
１
）
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

第17回統一地方選挙

告示日　4月 1 日㈮
投票日　4月10日㈰

◆投票場所一覧表　投票日当日の投票場所は、お住まいの地区によって異なりますので、ご確認ください。
投票区 投　票　所 投票区 投　票　所 投票区 投　票　所
第 １ 山之内公民館 第 7 北野田公民館 第13 奥松瀬川公民館

第 ２ 北吉井小学校体育館 第 8 上村集会所 第14 河之内公民館

第 ３ 西岡集会所 第 9 拝志小学校体育館 第15 井内公民館

第 ４ 重信中学校体育館 第10 上林小学校体育館 第16 土谷公民館

第 ５ 南吉井小学校体育館 第11 川内公民館大ホール 第17 滑川生活改善センター

第 ６ 牛渕団地第１集会所 第12 川上小学校体育館 − ―
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年
、
住
宅
火
災
に
よ
り
発
生
し
た
死

亡
者
の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
死
亡
者
の
半
数
以
上
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

さ
ら
な
る
火
災
に
よ
る
死
者
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
等
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
す
で
に
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
普
及
に
伴
い
、
死
者
数
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
平
成
16
年
６
月
に

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、す
べ
て
の
住
宅（
戸

建
・
店
舗
併
用
及
び
共
同
住
宅
等
）
に
住

宅
用
の
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
は
、
就
寝
時
間
と
夕
食
の
準

備
時
間
に
発
生
す
る
割
合
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
特
に
就
寝
中
だ
と
火
災
の
発
生

に
気
づ
き
に
く
く
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般

住
宅
の
天
井
は
あ
ま
り
高
く
な
い
た
め
、

火
災
が
起
き
る
と
数
分
程
度
で
煙
が
天
井

ま
で
達
し
て
し
ま
い
、
消
火
器
で
消
し
止

め
た
り
、
避
難
し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
住
宅
火
災

に
よ
る
煙
ま
た
は
熱
を
い
ち
早
く
感
知

し
、
火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で
知

ら
せ
て
く
れ
る
警
報
器
や
設
備
で
す
。

　

あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
め
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器　

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
期

日
は
？

Ａ
１
新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６
月
１
日

か
ら
設
置
。
既
存
の
住
宅
は
、
平
成

23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
と
な
り

ま
す
。

Ｑ
２
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
場

所
は
？

Ａ
２
寝
室
・
階
段
室
・
廊
下
等
に
は
、
煙

感
知
器
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
台

所
に
は
熱
感
知
器
の
設
置
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
３
東
温
市
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
は
？

Ａ
３
東
温
市
で
は
、
独
居
高
齢
者
等
へ
の

無
料
給
付
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

東
温
市
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
促

進
連
絡
協
議
会
が
共
同
購
入
を
実
施

し
た
結
果
、設
置
率
が
64
．５
％
（
平

成
22
年
12
月
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
せ
先　

　

東
温
市
消
防
本
部　

予
防
係

　
（
℡
９
６
４
・ 

５
２
１
０
）

温市では、安全で安心な水を安定的
に供給することを目的に、平成11年

度から平成21年度まで拝志・重信地区で
統合簡易水道事業を実施しました。川内地
区では、平成17年度から平成28年度の計
画で川内地区統合簡易水道事業を実施中
です。
　東温市の水道水は一部地域を除きほとん
どを膜ろ過施設でろ過された水となってお
り、拝志浄水場・北吉井浄水場・南吉井浄
水場と今回完成した川内浄水場の４箇所と
なります。
　膜ろ過施設は、セラミック膜を使用し
ており、１日に拝志浄水場は1,297㎥、北
吉井浄水場は2,000㎥、南吉井浄水場は
10,400㎥、川内浄水場は6.397㎥の水をろ
過することができ安全で安心な水の供給を
行っています。
　完成した川内浄水場は５月中旬の本格稼
動を目指して準備を進めており、これに
よって北方、南方、前松瀬川、則ノ内、東
谷の一部に給水することとなります。今後
も、耐震型の配水池や配水管等の更新を行
い、安定的に供給できる施設の改良も行っ
ていきます。
　また、膜ろ過施設・水源地・配水池の状
況などは市役所から常時監視しており、各
施設の異常の早期発見や対応が迅速にでき
るようになっています。
　水道施設の見学をご希望する方は、水道
課（℡964－4416）までご連絡ください。

膜ろ過の必要性とは…
　クリプトスポリジウム（耐塩素性病原性微生物）
といった感染症をもたらす微生物の発生を防ぐた
め、「ろ過処理」設備は膜の破損がなく、長寿命の
セラミック膜を使用しています。

を
お
忘
れ
な
く
！

膜ろ過装置

住宅用火災警報器

川内浄水場が
完成しました！

近

東
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地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
７
月

24
日
が
、
い
よ
い
よ
間
近
に
迫
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
も
テ
レ
ビ
を
視

聴
す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

受
信
機
の
ご
購
入
や
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の

設
置
な
ど
地
デ
ジ
対
応
の
準
備
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
の
調
査
（
平
成
22
年
11
月
公
表

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
関
す
る

浸
透
度
調
査
」）
に
よ
れ
ば
、
平
成
22
年

９
月
現
在
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ

レ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
受
信
機
の
世
帯
普
及
率
は
90
．３
％

と
９
割
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
対
応
受
信
機
を
保
有
し
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
世
帯
は
全
体

の
85
．１
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
受
信

機
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う

世
帯
が
、
全
体
の
４
．３
％
に
当
た
る
約

２
０
０
万
世
帯
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
体

の
９
．７
％
に
当
た
る
約
５
０
０
万
世
帯

が
、
平
成
22
年
９
月
現
在
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
受
信
機
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
方
々
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

ま
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

地
デ
ジ
の
準
備
で
お
困
り
の
場
合

は
、
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１
）
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
皆
さ
ん
の
地
デ
ジ
の
準

備
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
各
都
道
府

県
に
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
デ
ジ
サ
ポ
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
の
「
デ
ジ
サ
ポ
」
が
地
デ
ジ
の

準
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

園庭を開放します！

　園児と交流しながら、園庭の遊具や砂場
などで遊びましょう。子育てで気になるこ
と、心配なことなど、スタッフまで気軽に
声をかけてください。
　都合で開放できない日もありますので、
事前にお問い合せください。
　なお、4月は幼稚園の開放はありませんの
で、ご注意ください。

保育所（園）
双葉保育所（℡964−2233）
第1木曜日　9時30分～11時

※いわがらこども館の駐車場をご利用ください。
上林保育所（℡964−6111）
第2木曜日　9時30分～11時
南吉井第二保育所（℡964−3122）
第3火曜日　9時30分～11時
南吉井保育所
第3水曜日　9時30分～11時
川内保育園（℡966−2288）
第2水曜日　9時30分～11時
拝志保育所（℡964−3003）
第4木曜日　9時30分～11時

※持参品　タオル・帽子・水筒・着替えなど
　　　　　の用意をお願いします。　

い
よ
い
よ
…
マ
ヂ
カ

地
デ
ジ
化

こ
ど
も
館
か
ら

い
わ
が
ら
こ
ど
も
館

℡
９
６
０
・ 

５
０
０
３

★
親
子
で
楽
し
む
お
話
し
会

　

日　
　

時　

４
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬

　
　
　
　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

★
親
子
体
操

　

日　
　

時　

４
月
１
日
㈮
・
８
日
㈮
・

　
　
　
　
　
　

13
日
㈬
・
15
日
㈮
・

　
　
　
　
　
　

22
日
㈮
・
27
日
㈬

　
　
　
　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

さ
く
ら
こ
ど
も
館

℡
９
６
６
・
６
１
６
９

★
親
子
で
楽
し
む
お
話
し
会

　

日　
　

時　

４
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

　
　
　
　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

★
親
子
体
操

　

日　
　

時　

４
月
１
日
㈮
・
６
日
㈬

　
　
　
　
　
　

８
日
㈮
・
15
日
㈮
・

　
　
　
　
　
　

20
日
㈬
・
22
日
㈮

　
　
　
　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

両
館
共
通

★
子
育
て
相
談
（
随
時
受
付
）

　

毎
週
水
曜　

９
時
～
14
時

※
４
月
の
幼
児
教
室
お
よ
び
小
学
生

ク
ラ
ブ
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
館
か
ら
４
月
の
イ
ベ
ン
ト

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
…
マ
ヂ
カ

地
デ
ジ
化
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みんな  おいでよ
こども館へ

　

子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
す

る
な
か
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
温
市
に
は
、「
い

わ
が
ら
こ
ど
も
館
」
と
「
さ
く

ら
こ
ど
も
館
」
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
集
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
ど
も
館
で
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た｢

小
学
生
ク
ラ
ブ｣

や
幼
児
を
対
象
と
し
た｢

幼
児

教
室｣

な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
し

小学生クラブ　※13時30分から15時（15時30分）までの開催です。

幼児教室　※10時30分から11時30分までの開催です。

いわがらこども館 さくらこども館
5/21㈯ フラワーアレンジメント 5/14㈯ くぼの泉公園に行こう
6/18㈯ 料理 6/11㈯ フラワーアレンジメント
7/16㈯ トミヒーのわいわい工作 7/ 9㈯ わいわい工作
8/20㈯ ワイヤー工作 8/ 6㈯ 針金工作
9/17㈯ 料理 9/10㈯ 料理

10/22㈯ デコスイーツ作り 10/ 8㈯ デコグッズ作り
11/19㈯ おりがみ教室 11/12㈯ おりがみ
12/17㈯ フラワーアレンジメント 12/ 3㈯ フラワーアレンジメント

1/21㈯ なわとび大会 1/14㈯ お正月遊び
2/18㈯ 手芸 2/ 4㈯ 手芸

いわがらこども館 さくらこども館
5/13㈮ 参加表を作ろう

5/20㈮ 参加表作り
5/27㈮ レクリエーション
6/10㈮ 父の日のプレゼント作り 6/ 3㈮ レクリエーション
6/24㈮ 七夕を楽しもう 6/17㈮ 父の日のプレゼント作り
7/ 8㈮ プール（晴れ）　室内（雨） 7/ 1㈮ 七夕を楽しもう

7/15㈮ プール（晴れ）　室内（雨）
9/ 9㈮ 敬老の日のプレゼント作り 9/ 2㈮ 敬老の日の工作
9/30㈮ 消防署見学 9/16㈮ 消防署見学

10/14㈮ 祭りだワッショイ！ 10/ 7㈮ お祭り遊び
10/28㈮ こども館合同！ミニ運動会 10/21㈮ レクリエーション

10/28㈮ こども館合同！ミニ運動会
11/11㈮ リズム遊び・親子体操 11/ 4㈮ リズム遊び・親子体操
11/25㈮ お店やさんごっこ 11/18㈮ お店やさんごっこ

12/ 9㈮ クリスマス会
12/ 2㈮ クリスマスにちなんだ工作
12/16㈮ クリスマス会

1/13㈮ お正月にちなんだ工作
1/20㈮ 節分にちなんだ工作

1/27㈮ 節分にちなんだ遊び
2/10㈮ バレンタインのおかし作り 2/ 3㈮ バレンタインの工作
2/24㈮ ひな人形作り 2/17㈮ ひな人形作り

た
企
画
も
あ
り
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
職

員
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
を
中
心
と
し
た
交
流
の
輪

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
館
は
、
遊
び
の
中
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
自
主
性
や
創

造
性
を
見
守
り
な
が
ら
、
子
育

て
す
る
誰
も
が
気
楽
に
立
ち
寄

り
、
ほ
っ
と
で
き
る
居
場
所
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
ク
ラ
ブ
と
は
…

　

東
温
市
内
の
小
学
生
を
対
象

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

初
回
参
加
時
ま
で
に
保
護
者

の
同
意
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

幼
児
教
室
と
は
…

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

い
わ
が
ら
こ
ど
も
館
で
は

「
こ
あ
ら
ク
ラ
ブ
」、
さ
く
ら

こ
ど
も
館
で
は
「
ぱ
ん
だ
ク
ラ

ブ
」
と
い
う
名
称
で
す
。
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数
年
前
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を

受
賞
し
た
『
ス
ラ
ム
ド
ッ
グ
ミ

リ
オ
ネ
ア
』
と
い
う
映
画
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　

ム
ン
バ
イ
は
、
そ
の
舞
台
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
、
イ
ン
ド
国
内
外
か
ら
や
っ

て
き
ま
す
。

　

私
も
そ
の
一
人
で
、
今
、
大

学
の
公
開
講
座
で
日
本
語
を
教

え
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
日
本
語
の
ク
ラ
ス
の

学
生
に
千
円
札
を
見
せ
た
と
こ

ろ
、「
日
本
語
と
英
語
し
か
書

か
れ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

イ
ン
ド
の
お
札
に
は
10
数
種

類
の
言
葉
で
金
額
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
の
中
に
は
、
留
学
生

も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
母
語
の
人

が
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
学
生
の
母
語
が

違
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な

い
の
で
す
が
、
ム
ン
バ
イ
で
も

そ
う
だ
と
は
驚
き
ま
し
た
。

　
「
北
の
言
葉
を
南
の
人
に
も

使
わ
せ
た
い
な
ら
、
北
の
人
に

も
南
の
言
葉
を
学
ば
せ
る
べ
き

だ
」
と
い
う
話
や
、「
英
語
を

学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
そ
れ
ま
で

と
は
違
う
価
値
観
も
知
る
こ
と

が
で
き
、
差
別
解
消
の
き
っ
か

け
に
な
る
」
と
い
う
話
を
聞
い

て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宗
教
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

近
所
に
は
い
ろ
い
ろ
な
宗
教

施
設
が
あ
る
の
で
１
年
中
お
祭

り
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
っ

た
り
し
ま
す
。

　

そ
し
て
宗
教
に
よ
っ
て
１
年

に
何
回
も
新
年
が
き
ま
す
。

　

私
の
見
て
い
る
の
は
、
イ
ン

ド
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
す
ぎ

ず
、
２
年
の
滞
在
で
は
足
り
な

い
く
ら
い
で
す
。

　

独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
で
は
、「
青

年
海
外
協
力
隊
」
と

「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
平
成
23

年
度
春
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

　

自
分
の
持
つ
技
術

や
経
験
を
活
か
し
て
、

開
発
途
上
国
の
人
々

と
相
互
理
解
を
図
り

な
が
ら
、
海
外
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
■
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
16
日
㈪

■
応
募
資
格

・ 

青
年
海
外
協
力
隊

５
月
16
日
現
在
で
満
20
歳

か
ら
満
39
歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
持
つ
方

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

５
月
16
日
現
在
で
満
40
歳

か
ら
満
69
歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
持
つ
方

　

詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四

国
（
℡
０
８
７
・
８
２
１
・
８

８
２
４
）
ま
で
。

相原　幹子
東温市横河原出身
派遣国：インド
期　間：平成21年6月～23年6月

関西で留学生等対象の日本語
学校、中国残留孤児等対象の
近畿中国帰国者支援交流セン
ター等にて日本語教師をした
後、現在ムンバイ大学ドイツ
語科日本語教師。

青
年
海
外
協
力
隊
員
レ
ポ
ー
ト

　

直
接
触
れ
合
い
な
が
ら
、
貧
困
や
環
境
問
題
な
ど
、
そ
の
国

の
抱
え
る
問
題
を
解
決
し
、
経
済
や
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る

青
年
海
外
協
力
隊
。

　

現
在
、
東
温
市
か
ら
２
名
の
隊
員
が
、
世
界
に
笑
顔
を
広
げ

る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
と
う
お
ん
で
「
青
年
海
外
協
力
隊
員
レ
ポ
ー
ト
」
を
シ

リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

世
界
に
笑
顔
を
広
げ
よ
う

「青年海外協力隊」
「シニア海外ボランティア」　募集

シリーズ
No.2



国保をやめるとき 持参するもの
職場の健康保険などに加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき

印鑑、国保と健保の保険証（後者が未
交付の場合は加入日を証明するもの）

他の市区町村へ転出するとき 印鑑、保険証
生活保護を受けはじめたとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書
死亡したとき 印鑑、保険証

その他の場合 持参するもの
退職者医療制度に該当したとき 印鑑、保険証、年金証書
住所・世帯主・氏名などが変更したときや世
帯が分かれたり、一緒になったりしたとき 印鑑、保険証

保険証を紛失したり、汚して使えなく
なったとき 印鑑、身分を証明するもの、保険証

修学のため、他市区町村に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
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国
民
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る

医
療
給
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者

が
病
気
や
け
が
で
病
院
な
ど
を

受
診
し
た
場
合
の
医
療
費
給
付

を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な
保
険

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
に
基
づ
く
給

付
は
、
２
年
を
経
過
す
る
と
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
税
に

滞
納
が
あ
る
と
制
限
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

（
出
産
育
児
一
時
金
）

　

国
保
加
入
者
が
出
産
し
た
と

き
、
42
万
円
（
産
科
医
療
補
償

制
度
に
加
入
の
医
療
機
関
で

出
産
し
た
場
合
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

死
亡
し
た
と
き
（
葬
祭
費
）

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が

死
亡
し
た
と
き
、
葬
儀
を
行
っ

た
人
に
は
申
請
に
よ
り
３
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し

た
と
き
（
療
養
費
の
一
部
払

い
戻
し
）

　

特
別
な
事
情
で
医
療
費
な
ど

を
い
っ
た
ん
全
額
支
払
っ
た
場

合
、
申
請
に
よ
り
療
養
費
と
し

て
費
用
の
一
部
の
払
い
戻
し
が

受
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。医

療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
（
高
額
療
養
費
の
支
給
）

　

月
初
め
か
ら
月
末
ま
で
の
１

か
月
の
間
に
１
つ
の
医
療
機
関

の
入
院
、
外
来
ご
と
で
一
定
の

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
一

部
負
担
を
し
た
場
合
、
申
請
に

よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
負
担
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
の
合
計
が
基
準
額
を
超
え

た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額

が
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

入
院
す
る
と
き
（
高
額
療
養

費
の
現
物
給
付
）

　

入
院
の
際
、
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
を
負
担
し
、
そ
れ
を
超

え
る
高
額
療
養
費
部
分
を
市
が

直
接
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
「
高
額
療
養
費
現
物

給
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」（
非

課
税
世
帯
の
方
）
の
交
付
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
受
給
者
で
市
民
税
課
税

世
帯
の
人
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　国民健康保険は、病
気やけがをしたときに、
経済的な負担を軽くし、
安心して医療が受けら
れるための大切な制度
で、職場の健康保険な
どとは違い、資格を取
得、喪失したときには
届出が必要です。 
　届出が必要な場合は、
右のとおりです。資格
が変更した場合には、
14日以内に市役所保険
年金課または川内支所
へ届出をしてください。

■問い合せ先
　市役所　保険年金課
　（℡９６４−４４０８）

国保に入るとき 持参するもの
職場の健康保険の資格がなくなったとき
被扶養者からはずれたとき

印鑑、健保の資格喪失証明書、離職票、
被扶養者の資格喪失証明書

他の市区町村から転入したとき 印鑑・身分を証明するもの　　　
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

国民健康保険の資格と届出についてお知らせします
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掲載【平成23年2月22日〜3月2日入札実施分】

報告

■東温市で執行された入札結果を公表します。
■表記内容【工事 ( 業務 ) 名・落札者・税込落札額】

にゅうさつ

■2月22日
・図書館用ICタグ購入
　高千穂交易㈱…2,520,000円
■3月2日
・川上小学校教室改修工事
　㈲吉川建設…3,391,500円
・北吉井小学校教室改修工事
　㈲吉川建設…3,496,500円
・川上小学校エアコン設置工事
　㈱アクセル松山…1,459,500円
・相之川線舗装修繕工事
　協和道路㈱…34,125,000円

モ
バ
イ
ル
内
職
で
の
サ
イ
ト
作
成

費
用
の
無
理
な
資
金
調
達

●
悪
質
な
勧
誘
手
口

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や

タ
ウ
ン
誌
を
見
て
ア
ル
バ
イ

ト
に
応
募
す
る
。

⇐

仕
事
の
た
め
に
携
帯
電
話
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
モ
バ
イ

ル
サ
イ
ト
）
が
必
要
と
説
明

を
受
け
、
一
旦
は
断
る
が
、

個
人
情
報
を
渡
し
て
い
る
の

で
、
断
り
き
れ
ず
契
約
し
て

し
ま
う
。

⇐

「
絶
対
に
儲
か
る
」「
収
入
の

保
証
制
度
が
あ
る
」
等
と
言

い
、
無
理
や
り
資
金
調
達
す

る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
。

●
注
意
点

・
仕
事
を
す
る
た
め
に
高
額
な

費
用
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に

は
、
慎
重
に
検
討
を
。

・
契
約
前
に
十
分
に
説
明
を
受

け
、
契
約
書
面
等
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

・
将
来
得
ら
れ
る
収
入
を
あ
て

に
し
た
支
払
い
を
避
け
ま

し
ょ
う
。

■
相
談
・
問
い
合
せ
先

市
役
所　

総
務
課
内

消
費
生
活
相
談
窓
口

（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
０
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
０
５
７
０
・０
６
４
３
７
０
）

※
毎
週
月
曜
日
は
、
専
門
の
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

消
費
者
力  

ア
ッ
プ  

通
信

　通　信

消費者力

UP

　電源立地地域対策交付金事業とは…
　
　発電用施設のある市町村や周辺市町村が
行う公共施設整備や住民の皆さんの福祉の
向上のための事業に対して、国から都道府
県を通じて市町村に交付されているもので
す。交付金は、発電施設の設置や運転につ
いて地元の理解促進等を図ることを目的と
しています。
　東温市には、道前道後第２発電所と道前
道後第３発電所の２つの対象施設があり、
発電用施設周辺地域の公共施設の整備を行
うなど、地域住民の皆さんの福祉の向上の
ために交付金を活用しています。

　平成22年度事業の実績は…
　　
　電源立地地域対策交付金を活用して土谷
集会所の改修工事を実施しました。 

電源立地地域対策交付金を活用した事業を紹介します

結
果
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愛媛県知事表彰　功労章
第 3 分団　分団長　森　　眞和
第 2 分団　副分団長　明賀　昌幸
第 4 分団　副分団長　木澤　　晋
愛媛県消防協会長表彰　功績章	
第 6 分団　副分団長　宇和川雅克 
第 2 分団　部　長　高市　　勝
愛媛県消防協会長表彰　勤続章
第 1 分団　部　長　青木洋二郎 
第 1 分団　団　員　土屋　貴裕 
第 1 分団　班　長　渡部　俊也
第 1 分団　班　長　橋本　　剛
第 1 分団　班　長　國安　計祐 
第 1 分団　班　長　渡部　昌弘
第 1 分団　団　員　水田　仁志 
第 2 分団　班　長　大森　　泰 
第 2 分団　班　長　武智　政重
第 2 分団　団　員　大北　英明 
第 2 分団　団　員　大北　勝也 
第 2 分団　団　員　藤井　将登
第 3 分団　団　員　大森　勇喜 
第 4 分団　団　員　江戸　昭夫 
第 4 分団　部　長　渡部　　隆
第 5 分団　団　員　西尾　伸市 
第 5 分団　団　員　村上　英記 
第 6 分団　班　長　松尾　博史

第 6 分団　班　長　髙須賀優一 
第 6 分団　団　員　渡部　正直 
愛媛県消防協会長表彰　規律章
第 4 分団　団　員　髙須賀　誠 
第 2 分団　団　員　杉原慎一郎
愛媛県消防協会長表彰
消防団員家族内助の功労者	
第 3 分団　岩田　雄次

班長夫人　岩田三恵様
第 5 分団　菅野　和德

班長夫人　菅野千鶴様
第 5 分団　林　　宏保

班長夫人　林　美鈴様
東温市長表彰
第 4 分団　班　長　菅野慎太郎 
第 1 分団　団　員　今井　信吾 
第 1 分団　団　員　伊藤　　稔
第 1 分団　団　員　岡本　　忍 
第 3 分団　団　員　菅能　　克 
第 3 分団　団　員　山本　泰夫
第 3 分団　団　員　髙須賀　聡 
第 3 分団　団　員　森　　修二 
第 3 分団　団　員　野中　憲二
第 3 分団　団　員　野中　真二 
第 4 分団　団　員　花山　博昭 
第 4 分団　団　員　東　　功亮

第 4 分団　団　員　播磨　一秀 
第 4 分団　団　員　緒方　謙次 
第 4 分団　団　員　日浅　智啓
第 4 分団　団　員　大内　基幸 
第 5 分団　団　員　菅野　　哲 
第 5 分団　団　員　勇　　圭一
第 5 分団　団　員　上木　伸也 
第 5 分団　団　員　宇和川伴典
第 6 分団　団　員　近藤　国広
第 6 分団　団　員　大石二三男 
第 6 分団　団　員　河井　　聖 
第 6 分団　団　員　近藤　正典
消防庁長官表彰　永年勤続功労章	
本　　部　副団長　橋本　　等
日本消防協会長表彰　功績章
本　　部　方面隊長　渡部　英樹
日本消防協会長表彰　精績章	
第 2 分団　分団長　大西　　賢
日本消防協会長表彰　勤続章
本　　部　方面隊長　井門　孝徳
本　　部　方面隊長　杉本　富雄
第 3 分団　班　長　森　　　定
第 5 分団　団　員　角谷　茂昭 
第 5 分団　団　員　近藤　岩志 
第 5 分団　団　員　戒能　利通

平成23年　消防功労者表彰一覧表  　(順不同・敬称略)

消防魂
　ここにあり！

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

日
夜
活
動
す
る
消
防
団
。

　

３
月
６
日
、
東
温
市
の
消
防
関
係
団

体
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
社
会
に
奉
仕

す
る
消
防
精
神
と
士
気
の
高
揚
を
図
る

消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
会
場
と

な
っ
た
東
温
市
総
合
公
園
に
は
、
市
内

の
消
防
関
係
団
体
か
ら
約
６
０
０
名
の

参
加
者
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
東
温
市
消
防
本
部
消
防

長
の
開
式
宣
言
で
幕
を
開
け
た
出
初
式

は
、
人
員
報
告
、
服
装
・
機
械
器
具
点

検
の
あ
と
、
ポ
ン
プ
操
法
を
実
施
。
こ

の
日
の
た
め
に
練
習
を
積
ん
だ
選
手

は
、
指
揮
者
の
号
令
の
も
と
、
き
び
き

び
し
た
動
作
で
ホ
ー
ス
延
長
や
ポ
ン
プ

の
操
作
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
防
本
部
の
勇
壮
な
消
防
太
鼓
、

北
吉
井
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
愛

ら
し
い
防
火
演
技
、
西
谷
小
学
校
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
機
敏
な
消
火
訓
練
と
救

護
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
団
員
に
対
す
る
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、

受
章
者
代
表
の
森
眞
和
分
団
長
が
「
受

章
を
機
に
、
消
防
人
と
し
て
な
お
一
層
、

技
術
の
練
磨
と
精
進
に
ま
い
進
し
ま

す
。」
と
力
強
い
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
消
防
人

と
し
て
の
自
覚
と
決
意
を
新
た
に
す
る

消
防
出
初
式
。

　

そ
こ
に
は
、
郷
土
を
愛
す
る
消
防
魂

が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

平成23年　消防出初式
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被災地へ緊急消防援助隊員を派遣
　３月11日に発生した東北地方太平洋沖
地震に伴い、東温市消防本部では緊急消
防援助隊の第一次隊として救急車1台と救
急隊員３名及び支援要員1名を決定し、被
災地に派遣しました。
　３月14日、15時30分から市役所本庁舎前
で行われた出発式では、髙須賀市長が、「被
災地を救援するため、持てる力を存分に
発揮してください。」と旗を手渡して激励。
救急車に乗車した隊員は、四国中央市で
愛媛県隊と合流し、現地へ向かいました。
　今後、東温市消防本部では第二次隊と
して救助工作車の派遣及び隊員５名を選
任し、交代要員及び支援要員の要請に備
えています。

被災地へ緊急救援物資を提供
　3月15日、東温市では東北地方太平洋沖
地震の被災地に対する緊急援助物資とし
て、毛布250枚、非常食2,000食などを提供
しました。
　また、４月１日からは市内全域の防災
行政無線を利用した全国瞬時警報システ
ム（J-ALEAT）の運用が開始されますので、
市民の皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。

市内各所で義援金の募金を開始
　東温市では、現在、募金箱を設置し、市
民の皆様からのご支援を受け付けており
ます。
　集まりました募金につきましては、日
本赤十字社を通じ被災地へ送金する予定
です。

■募金箱設置場所
市役所・川内支所・中央公民館・川内
公民館・図書館本館・ツインドーム重信・
さくらの湯

東北地方太平洋沖地震の
被災地を支援しています



　　　

18広報とうおん　4.1.2011

世 代を超え地域の絆を深める
「ふれあいサロン」で園児と交流

　「ふれあいサロン」とは、地域を拠点に住民とボラン
ティアとが協働で企画運営する住民主体の地域活動の
場です。3月7日、下林集会所で開かれた「サロン福寿草」
を拝志保育所の園児24名が訪れ、世代を超えた交流を
楽しみました。これは、地域で暮らす子どもたちと高
齢者の絆を深めようと、毎年3月に行われているもので
す。園児たちは元気な声で自己紹介を終えると、歌や
踊り、肩たたきなど盛りだくさんのプレゼントを披露。
子どもたちの愛くるしい姿に、会場にはたくさんの笑
顔があふれていました。

骨 ごと美味しい干物に大満足
給食に骨まで食べられる干物が登場

　2月21日、東温市の幼稚園や保育園、小中学校の給
食に「骨まで食べられる干物」が初お目見えしました。
これは、愛媛県産業技術研究所の技術指導を受けた市
内の水産加工会社「キシモト」が開発に成功したもの
です。当日、西谷小学校の給食には、学校給食センター
の職員も訪問し、児童と一緒に愛媛県産のイサキのみ
りん干しをおいしそうに食べていました。魚離れが叫
ばれるなか、このような取り組みは、カルシウムなど
の栄養分が手軽にとれる健康志向のメニューとして期
待されています。

市民健康マラソン大会
走 る楽しさと
　　 完走する喜びを
　　　　 分かち合う

　今年で3回目となり、すっかり定着した冬のスポーツイベ
ント「東温市民健康マラソン大会」が、2月20日、重信川
緑地公園をスタート・ゴール地点に開催されました。これは、
マラソンを通して市民の健康と体力向上を図ろうと、4キロ
メートルで速さを競う「競争の部」、健康づくりを目的に2
キロメートルを完走する「健康・親子の部」の年齢や性別
に応じてだれでも参加できるように工夫されています。大
会には、昨年の278名を上回る307名もの市民ランナーや
家族連れが参加。走ることの楽しさや完走することの喜び
を感じながら走るその姿に、河川敷のコース周辺からは温
かい声援が響いていました。

CameraSketch

カ
メ
ラ
　
ス
ケ
ッ
チ

ま
ち
の
話
題
を
カ
メ
ラ
で
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
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９ 年間ありがとうございました！
学校給食センターに感謝の花束

　卒業式前日の3月16日、重信中学校の3年生が東温
市学校給食センターを訪れ、学校給食センターの職員
に感謝の花束を贈呈しました。これは、小学1年生か
ら中学3年生までの9年間､ おいしい給食を作ってく
れたことへの感謝の気持ちを伝えようと、今回初めて
行われたものです。花束に添えられた色紙には､ 好き
な献立が出たときの楽しい思い出や卒業後給食が食べ
られない寂しさなどが、給食のイラストとともに書か
れていました。花束を受取った職員からは、｢生徒か
らのお礼をこれからの励みにします。｣ と笑顔がこぼ
れていました。

祝 ！どてかぼちゃで県知事賞
ふるさと CM 大賞審査会

　2月20日、30秒で地域の魅力をアピールする「ふ
るさとＣＭ大賞」の審査会が松前総合文化センターで
開催され、「舞ラブとうおんＰＲ隊」が製作した ｢と
ことん東温市｣ が、県知事賞の栄誉に輝きました。今
回の作品は、「どてかぼちゃカーニバル」などでもお
馴染みの「どてかぼちゃ」に徹底的にこだわったもの
で、審査会でも熱いパフォーマンスで会場を沸かせて
いました。このふるさとＣＭは、4月から愛媛朝日テ
レビで年間100回にわたって放映される予定です。皆
さんも是非、ご覧ください。

教 室で防災の大切さを学ぶ
南吉井小で地震に関する授業

　防災学習に取り組む南吉井小学校で、3月4日、地震
に関する授業が行われました。教室には、東温市で災
害が起こった場合どのような対応をするのか調べるた
め、市役所から危機管理室の担当者らも出席。児童か
らは「救出作業はすぐやれるのですか？」「避難場所
は東温市内にどのくらいあるのですか？」と災害時に
おける行政の対応について積極的に質問していました。
授業では、その後、非常食や非常持ち出し袋、災害用
トイレなど災害発生時に役立つ物品も紹介され、児童
は真剣な眼差しで防災の大切さを学んでいました。

息 のあったハーモニーで観客を魅了
川内コーラス20周年記念コンサート

　「川内コーラス」は、ダ･カーポ作曲の「マイタウン
川内」を歌おうと20年前に結成されたコーラス・グ
ループです。メンバーは現在15名で、現在も毎週1回
の練習を続けています。2月27日、川内コーラス20
周年記念コンサートが川内公民館大ホールで盛大に開
催されました。記念コンサートは５部構成で行われ、
春夏秋冬を唱歌でつづった「四季の思い出」やみんな
で一緒に歌えるわらべ歌などを息のあった見事なハー
モニーで熱唱。会場を埋め尽くした地域の人たちや活
動を支えてきた家族などから盛んな拍手を受けていま
した。
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固
定
資
産
の
縦
覧
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

毎
年
４
月
１
日
か
ら
最
初
の

納
期
限
（
第
１
期
納
期
限
）
の

日
ま
で
の
間
、
東
温
市
内
に
固

定
資
産
を
所
有
す
る
納
税
者
の

方
で
あ
れ
ば
、「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」・「
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」
を
ご
覧
に
な
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
自
分
の
所
有
す
る

土
地
・
家
屋
に
限
ら
ず
東
温
市

内
に
所
在
す
る
他
の
土
地
・
家

屋
に
つ
い
て
、
比
較
、
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
固
定
資
産
の
縦

覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
縦
覧
帳
簿
の
コ

ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
縦
覧
で
き
る
方

東
温
市
内
に
固
定
資
産
（
土

地
、
家
屋
）
を
所
有
す
る
納

税
者
及
び
委
任
を
受
け
た
代

理
人

○
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
２
日
㈪

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

○
縦
覧
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
縦
覧
場
所

　

市
役
所　

税
務
課

○
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
相
続
人
の
場
合
は
、
戸
籍
謄

本
な
ど
相
続
関
係
が
確
認
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

○
手
数
料　

無
料

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役

所　

税
務
課
（
℡
９
６
４
・
４
４

０
３
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

農
作
物
等
の
鳥
獣
被
害
で

お
困
り
の
方
へ

　

東
温
市
で
は
、
鳥
獣
に
よ
る

農
林
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
被
害
対
策

に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

農
業
協
同
組
合
、
農
林
業
者

団
体
、
認
定
農
業
者

※
受
益
戸
数
２
戸
以
上
か
ら
、

認
定
農
業
者
は
１
戸
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

○
補
助
対
象
施
設

・
鳥
獣
類
侵
入
防
止
対
策

（
電
気
柵
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
、
防
鳥
網
等
）

・
個
体
数
減
少
対
策

　
（
箱
わ
な
、
囲
い
わ
な
）

・
周
辺
環
境
改
善
対
策

　
（
緩
衝
帯
）

・
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
地
域

で
効
果
の
確
認
さ
れ
て
い
る

対
策

○
補
助
率

　

市
単
独
事
業
に
つ
い
て
は

　

１
／
２
以
内
（
上
限
５
万
円
）

○
申
請
方
法

市
役
所
農
林
振
興
課
に
申
請

書
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
以

下
の
項
目
の
記
入
及
び
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
準
備
の
う
え
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
実
施
主
体
名
、
構
成
員
名
簿

・
設
置
施
設
の
概
要
（
施
設
の

種
類
、
設
置
場
所
、
距
離
、

面
積
、
数
量
、
対
象
作
物
、

対
象
鳥
獣
）

・
施
設
管
理
及
び
安
全
対
策
の

方
法

・
事
業
実
施
予
定
地
位
置
図

　
（
柵
、
わ
な
等
の
施
設
に
つ

い
て
は
設
置
位
置
も
記
入
）

・
見
積
書
、
施
設
の
カ
タ
ロ
グ

・
免
許
の
必
要
な
わ
な
の
場
合

は
、
わ
な
の
管
理
を
行
う
者

の
免
許
の
写
し
（
わ
な
の
管

理
者
が
申
請
者
以
外
で
あ
る

場
合
は
同
意
書
も
必
要
）

・
そ
の
他
、
事
業
実
施
の
具
体

的
な
内
容
の
分
か
る
必
要
な

書
類

○
受
付
期
間

通
年
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

が
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

農
林
振
興
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
９
）

ＳＰＯＴ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

スポットニュース
市役所から あなたへ

スポットニュース

税
務
課
か
ら

Tel.964-4403

農
林
振
興
課
か
ら

Tel.964-4409
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あ
お
ぞ
ら
広
場

　

地
域
の
親
子
が
集
え
る
場
所

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
親
子
で

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
友
達

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
曜
日　

　

時　

間　

９
時
～
11
時

　

場　

所　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階

○
水
曜
日

　

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

時　

間　

９
時
～
11
時

　

場　

所　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階

○
木
曜
日　

　

時　

間　

９
時
～
11
時

　

場　

所　

さ
く
ら
こ
ど
も
館

※
火
・
水
・
木
曜　

自
由
開
放
日

　

時　

間　

13
～
16
時

　

場　

所　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階

育
児
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
こ

と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
家
庭
訪

問
い
た
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
う
お
ん
か
ら

　

利
用
会
員
（
子
育
て
を
助
け

て
欲
し
い
人
）と
協
力
会
員（
子

育
て
の
手
助
け
や
協
力
を
し
て

あ
げ
た
い
人
）
を
登
録
会
員
制

で
、
組
織
化
し
た
子
育
て
支
援

で
す
。
登
録
を
し
て
い
な
い
と

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
協
力
会
員
大
募
集

　

資
格
や
年
齢
は
不
問
で
す
。

子
ど
も
好
き
な
方
、
責
任
感

の
あ
る
方
、あ
な
た
も
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
う
お
ん
」
で
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。  

○
２
月
「
研
修
会
」
報
告

２
月
は
、「
子
育
て
・
サ
ポ
ー

ト
・
親
子
遊
び
の
広
場
」
と

同
時
実
施
し
ま
し
た
。「
み
ん

な
で
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し

て
、
ピ
ア
ノ
と
サ
キ
ソ
ホ
ン
の

演
奏
を
聴
き
、
生
演
奏
で
の

音
色
に
お
母
さ
ん
た
ち
も
癒

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
曲
目

も
、
子
ど
も
た
ち
が
聞
き
な

れ
て
い
る
も
の
を
演
奏
し
て

く
だ
さ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

利
用
し
て
、
マ
ラ
カ
ス
を
作

り
一
緒
に
演
奏
を
楽
し
み
ま

し
た
。「
毎
年
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
楽
器
に
も
興
味

が
で
て
い
る
の
で
、
す
ご
く

良
か
っ
た
で
す
。」「
手
作
り

マ
ラ
カ
ス
、
家
で
子
ど
も
と

作
っ
て
み
ま
す
。」「
子
ど
も

は
、
ず
っ
と
手
を
た
た
い
て
、

楽
し
そ
う
で
、
親
も
、
心
地

良
い
サ
ッ
ク
ス
の
音
に
、
聞

き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

○
４
月
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
広
場
」 

　
４
月
15
日
㈮

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

中
央
公
民
館
１
階　

和
室

応
援
し
ま
す
！

あ
な
た
の
子
育
て
！

　

東
温
市
で
は
、
地
域
に
お
け

る
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
行

う
拠
点
と
し
て
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
開
設
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
月
～
金
曜
日
）

子
育
て
・
サ
ポ
ー
ト
・

親
子
遊
び
の
広
場

（
月
１
回
第
２
火
曜
日
）

　

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子

育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど
を
気

軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
日　

時

　

４
月
12
日
㈫

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
内　

容　
「
ホ
ル
ダ
ー
作
り
」

　

シ
ー
ル
帳
ば
さ
み
を
作
ろ
う
。

　

新
聞
で
遊
ぼ
う

○
場　

所　

中
央
公
民
館

　

２
階　

大
ホ
ー
ル

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

  Tel.966-2080

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
う
お
ん
か
ら

Tel.990-1130

ＳＰＯＴ ＮＥＷＳ



問い合せ先

議会事務局（℡964－4422）

22広報とうおん　4.1.2011

2月の東温消防救急出場数

自損行為
3件（3％）

急病
51件
（55％）

労働災害
1件（1％）

一般負傷
18件（20％）

交通事故
10件
（11％）

転院搬送
8件（9％）

加害 1件（1％）

総数
92件

ご
存
知
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
く
わ
し
い
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
対
象
と
な
る
学
生

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で

す
。
ま
た
夜
間
・
定
時
制
課

程
や
通
信
制
課
程
の
方
も
含

ま
れ
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月

※
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ

る
場
合
、
４
月
始
め
に
ハ
ガ

キ
様
式
の
申
請
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証

　

ま
た
は
在
学
証
明
書

　

卒
業
な
ど
の
理
由
で
学
生
で

は
な
く
な
っ
た
方
で
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
保
険
料
納
付
が
免
除
や

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り

障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

を
増
額
す
る
た
め
、「
追
納
制

度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

保
険
年
金
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
８
）

４
月
か
ら

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
当
時

に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
お
子
様
が
い

る
場
合
で
、
障
害
等
級
が
１
級

ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方

は
、
加
算
さ
れ
た
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら

「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発

生
し
た
後
に
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
お
子
様
が
い
る

場
合
に
も
届
出
に
よ
っ
て
加
算

さ
れ
た
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
で
、
子

の
加
算
額
に
よ
っ
て
は
、
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
へ
変
更
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
せ
先

　

松
山
東
年
金
事
務
所

　
（
℡
９
４
６
・ 

２
１
４
６
）

　

市
役
所　

保
険
年
金
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
８
）

　

市
役
所　

社
会
福
祉
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
６
）

第
１
回
臨
時
会

　

第
１
回
臨
時
会
で
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算
１
件
、
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
議
決

を
求
め
る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。　
　

 （
２
月
９
日
開
催
）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。

　

会
議
当
日
、
市
役
所
５
階
傍

聴
席
入
口
で
、
先
着
順
に
傍
聴

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

六価クロム地下水モニタリング調査結果
（２月21日採水分）

　牛渕地区六価クロムの地下水等モニタリ
ング調査地点（６箇所）のうち、１地点の観
測用井戸で環境基準値（0.05mg／㍑以下）
を超える値（0.35mg／㍑）が検出されまし
た。なお、周辺に常用的な飲用井戸もなく、
人の健康等への影響を及ぼすおそれはあり
ません。　　　  市民環境課（℡964－4415） 

市民環境課からお知らせです

保
険
年
金
課
か
ら

Tel.964-4408

議
会
事
務
局
か
ら

Tel.964-4422



問い合せ先

市役所　まちづくり課（℡964－4412）

広報とうおん　4.1.201123

市
営
住
宅
の
補
欠
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

　

東
温
市
で
は
、
平
成
23
年
度

の
市
営
住
宅
の
補
欠
入
居
者
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

○
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
１
月
31
日
㈫

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
・
祝

日
は
除
き
ま
す
。

○
受
付
場
所

　

市
役
所　

ま
ち
づ
く
り
課

○
募
集
団
地

・
重
信
地
区　

八
反
地
団
地

・
川
内
地
区　

寺
山
団
地　

　
　
　
　
　
　

天
神
団
地

※
申
し
込
み
し
た
場
合
、
補
欠

入
居
は
抽
選
済
の
方
の
順
番

以
降
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

重 信 地 区 ペ ッ ト・ プ ラ
そ の 他 粗 大 ご み 空 き 缶・ 金 属 類

び ん・ ガ ラ ス 類

樋口・上村 10日・24日 17日 3日
横河原・八反地・田窪 3日・17日
志津川（八反地除く） 10日・24日 3日・17日

見奈良

10日・24日

24日・27日 3日
田窪団地 17日
下　林 24日・27日 3日・17日

上記以外の地区 27日

両地区共通 紙　　類

火曜日が収集日の地区 5日・19日

木曜日が収集日の地区 7日・21日

土曜日が収集日の地区 9日・23日

両地区共通 紙　　類

火曜日が収集日の地区 10日・24日

木曜日が収集日の地区 12日・26日

土曜日が収集日の地区 14日・28日

川 内 地 区 ペット・プラ 粗 大 ご み 等 び ん ・
ガ ラ ス 類

空 き 缶・
金 属 類

東 谷・西 谷・土 谷・
滑 川・ 奥 松 瀬 川 5日・19日 18日 11日 25日

北 方 東・ 北 方 西・
南 方 東・ 南 方 西 6日・20日 19日 12日 26日

町 東・ 町 西・ 前 松
瀬 川・ 横 灘 団 地 4日・18日 20日 13日 27日

4月の不燃物収集日程表 4月の「紙類」収集日程表

5月の「紙類」収集日程表

ま
ち
づ
く
り
課
か
ら

Tel.964-4412
市役所【代表】☎964-2001
総務課	 ☎ 964-4400
企画財政課	 ☎ 964-4401
税務課	 ☎ 964-4403
川内支所【代表】	☎ 966-2222
社会福祉課	 ☎ 964-4406
健康推進課	 ☎ 964-4407
川内健康センター	☎ 966-2191
保険年金課	 ☎ 964-4408
市民環境課
　戸籍・住民	 ☎ 964-4404
　環境・新エネ	☎ 964-4415
農林振興課	 ☎ 964-4409
産業創出課	 ☎ 964-4414
まちづくり課	 ☎ 964-4412
国土調査課	 ☎ 966-2190
下水道課	 ☎ 964-4417
会計課	 ☎ 964-4402
水道課	 ☎ 964-4416
学校教育課	 ☎ 964-4420
生涯学習課	 ☎ 964-1500
川内公民館【代表】	☎ 966-4721
図書館本館	 ☎ 964-3414
歴史民俗資料館	☎ 964-0701
学校給食センター	☎ 966-6322
農業委員会事務局	☎ 964-4410
監査事務局	 ☎ 964-4419
議会事務局	 ☎ 964-4422
東温市消防署	 ☎ 964-5210

※4月29日㈮の「燃やすごみ」は平常どおり収集します。
※5月3日㈫、4日㈬、5日㈭の「燃やすごみ」は平常どおり収集します。

※収集の曜日は変更ありません。

※収集の曜日は変更ありません。

ＳＰＯＴ ＮＥＷＳ

平成23年度の犬
の登録・狂犬病

予防集合

注射は5月に行い
ます。くわしい

内容は、

東温市ホームペ
ージに掲載して

います。

なお、広報は５月
号に掲載します。



　

東
温
市
の
皆
さ
ん　

こ
ん
に
ち
は

　

春
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

日
本
の
冬
は
と
て
も
寒
か
っ
た
の
で
、
気
候
が
暖
か
く
な
っ
て
足
下
に
も
感
じ
ら
れ

る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
日
本
で
迎
え
る
初
め
て
の
春
な
の
で
、
初
め
て
桜
を
見

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
東
温
市

の
桜
は
と
て
も
美
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

美
し
い
桜
の
季
節
に
は
、
京
都
へ
も
再
び

旅
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
春
も
と
て
も
美
し
い
で
す
。

　

葉
が
木
に
生
い
茂
り
始
め
、黄
色
い
ラ
ッ

パ
ズ
イ
セ
ン
と
白
い
マ
ツ
ユ
キ
ソ
ウ
が
野

原
に
生
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
原
に
は

た
く
さ
ん
の
と
て
も
か
わ
い
い
羊
や
赤

ち
ゃ
ん
ウ
サ
ギ
が
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
に

も
桜
の
木
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
下
で
花

見
を
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
春
に
た
く

さ
ん
雨
が
降
る
の
で
、
ず
ぶ
濡
れ
の
花
見

を
し
た
い
と
は
誰
も
思
わ
な
い
か
ら
で
す
。

エ
ミ
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

　
き
ら
り
東
温
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

き
ら
り
東
温
」
で
は
、
２
月
12
日
に
「
子
規
の
最
期
―
糸
瓜
の
水
も
間

に
あ
は
ず
―
」
と
題
し
て
、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
館
長
の
竹
田
美

喜
先
生
を
講
師
に
招
き
、
新
春
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雪
が
吹
雪
く
ほ
ど
の
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、
毎
年
恒
例
の
講

演
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
大
勢
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
会
場
は
新
春
に
相
応
し
い
椿
や
蝋
梅
の
華
や
い
だ
雰
囲
気

の
中
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
要
約
筆
記
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す
い

講
演
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
坂
の
上
の
雲
」
の
ド
ラ
マ
の
姿
と
も
重
な
り
、
母
・
八
重
の
「
サ
ア
、

も
う
一
遍
痛
い
と
い
う
て
お
み
」
の
説
明
の
際
は
、
涙
が
あ
ふ
れ
て
仕
方

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
子
規
は
短
い
一
生
の
間
に
様
々
な

功
績
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
女
子
の
教
育
が
病
気
の
介

抱
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
現
在
の
新
聞
の
一
面
に
俳
句

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
子
規
が
日
本
新
聞
社
で
俳

句
欄
を
掲
載
し
た
こ
と
が
最
初
で
あ
る
な
ど
子
規
の
偉

大
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ウィンテック㈱が教育振興へ寄附

　東温市の学校教育振興のためにと、松
瀬川のウィンテック㈱様から学校教材備
品の購入費として100万円の寄附をいた
だきました。重信中学校に双眼実体顕微
鏡10台、デジタル温度計12台、ハイス
ピードカメラ１台、川内中学校に高性能
生物顕微鏡（３眼鏡筒）１台、顕微鏡カラー
テレビ装置１台、生徒用生物顕微鏡４台
を購入させていただきました。
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　「ふれあい広場」に耳寄りな情報をお寄せください。「満１歳ハッピーバースデー」
のコーナーでは、市内にお住まいで発行月に満1歳の誕生日を迎えられるお子さ
んの顔写真とコメントを掲載しています。4月13日までに総務課(℡964-4400 
soumka@city.toon.ehime.jp)へ写真とコメントをお寄せください｡

英 
語 

で

一
言

ほ
っ
と

エ
ミ
リ
ー
先
生
の

Greetings Toon
It looks like spring is almost here. Winter in Japan was very cold so I am very happy 
that the weather is getting warmer and that I can feel my toes again.  As this will be 
my first spring in Japan, I am looking forward to seeing the cherry blossoms for the 
first time.  I have heard that Toon-Shi looks very beautiful during cherry blossom 
season.  I hope to travel back to Kyoto, as I think it will look very beautiful during 
cherry blossom season.
 
In England spring is very beautiful too.  The leaves start to grow on the trees and 
there are yellow daffodils and white snowdrops growing in the fields. There are also 
a lot of very cute lambs and baby rabbits in the fields.  We also have blossom trees, 
but we do not often have picnics under them.  This is because it rains a lot during 
spring in England and nobody wants a wet picnic.  
 

Emily Johnson



視覚障害者でもわかる大人の紙芝居
　えひめ紙芝居研究会の佐伯美与子さん
を迎えて「視覚障害者でもわかる大人の
紙芝居」という催しが、2月27日、中央
公民館で開催されました。正岡子規や秋
山実之の生涯を描いた紙芝居では、一枚
一枚の絵をきめ細やかな描写と豊かな表
現で語りながら、郷土の偉人について広
く永く語り継いでいこうと交流の輪を広
げていました。

5月生まれの
満1歳児募集！

5月生まれの
満1歳児募集！

これからもお兄ちゃんと仲良くいっぱい
遊んで、いっぱい食べて元気に育ってね。

みんな、ゆなの笑顔が大好きです。お姉
ちゃんと共にすくすく育ってね。

南　

方

田　

窪

川
人　

大た
い

河が

く
ん

山
﨑　

結ゆ

な愛
ち
ゃ
ん

（
４
月
３
日
）

（
４
月
17
日
）

優勝した「重信クラブ」

広報とうおん　4.1.201125

　

東
温
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
主

催
す
る「
第
６
回
東
温
市
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
」
が
２
月
20

日
、
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
市
内
外
の

家
庭
婦
人
11
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
、
樋
口
公
園
で
「
お
い

し
い
や
き
い
も
を
楽
し
む
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ま
れ
た

ア
ツ
ア
ツ
の
焼
い
も
を
い
っ
せ
い
に

ほ
お
ば
る
微
笑
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

  

花
の
あ
る
暮
ら
し
の
会

　

あ
な
た
の
生
活
に
一
輪
の
花
を

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

気
軽
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
日　

時　

４
月
17
日
㈰

　

10
時
～
11
時
45
分

○
場　

所

　

東
温
市
森
の
交
流
セ
ン
タ
ー

○
費　

用　

材
料
費
の
み

　

１
，０
０
０
円

○
準
備
物　

花
バ
サ
ミ
・
器

　
（
お
皿
、
か
ご
、
鉢
）

○
問
い
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

教
育
倫
理
プ
ラ
ザ
愛
媛

中
嶋
（
０
９
０
・
９
７
７
９
・
６
９
７
０
）

　

２
月
20
日
の
「
ま
つ
や
ま
農
林

水
産
ま
つ
り
」
で
、
東
温
市
青
年

農
業
者
協
議
会
が
、「
ど
て
か
ぼ

ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
交
流
の
あ

る
松
山
市
青
年
農
業
者
連
絡
協
議

会
の
餅
つ
き
実
演
販
売
に
応
援
参

加
し
ま
し
た
。
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母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
等
で

就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
、
就
職
の
た
め
に
必
要
な
パ

ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
を
身
に

つ
け
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
○
科　

目

パ
ソ
コ
ン
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
２
０
０
７
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
会
計
ソ
フ
ト
な
ど

企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
演

習
）

※
受
講
生
の
習
熟
度
に
よ
り
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
講
習
期
間

　

５
月
10
日
㈫
～
８
月
４
日
㈭

　

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

　

10
時
～
16
時

　

26
回　

１
３
０
時
間

○
募
集
人
員　

20
名

※
全
日
程
参
加
可
能
な
方
で
、

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

○
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

検
定
料
は
自
己
負
担
で
す
。

○
実
施
場
所

　

松
山
市
本
町
７
丁
目
２
番
地

　

愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

○
申
込
受
付

　

４
月
１
日
㈮
～
４
月
22
日
㈮

○
申
込
方
法

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
母
子

家
庭
医
療
受
給
者
証
な
ど

母
子
家
庭
か
寡
婦
で
あ
る

こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類

と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市

役
所
社
会
福
祉
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

・
受
講
す
る
た
め
に
託
児
が
必

要
な
場
合
に
は
、
会
場
の
施

設
内
で
原
則
と
し
て
無
料
で

保
育
し
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
所
得
額
に
よ
り
、
一
部

ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
会
場
に
駐
車
場
の
余
裕
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
動

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

・
受
講
決
定
（
選
考
結
果
）
は
、

５
月
２
日
頃
ご
自
宅
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
９
０
７
・ 

３
２
０
０
）

平
成
23
年
度
の
障
害
者

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の

交
付
に
つ
い
て

　

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
重
度
心
身
障
害

児
者
の
方
に
対
し
て
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。（
初
乗
り
料
金
助
成
・
年

間
24
枚
）

　

該
当
と
な
る
方
は
、
市
内
在

住
で
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
次

の
方
で
す
。

○
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳

　
（
１
級
～
３
級
）

・
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）

・
精
神
手
帳
（
１
級
・
２
級
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

手
帳
、
印
鑑

○
申
請
先

　

市
役
所　

社
会
福
祉
課

　

川
内
支
所

○
問
い
合
せ
先

　

市
役
所　

社
会
福
祉
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
６
）

東
温
市
体
育
関
係
全
国
大
会

出
場
者
激
励
金

　

体
育
関
係
全
国
大
会
出
場
者

の
う
ち
、
東
温
市
関
係
の
方
に

対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
と
競

技
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
激

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
対
象
者

東
温
市
内
に
居
住
す
る
者
・

東
温
市
内
に
通
勤
通
学
す
る

者
が
、
市
が
定
め
る
全
国
大

会
以
上
の
大
会
に
出
場
す
る

場
合

○
申
請
期
限

全
国
大
会
の
15
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

B O X

情
報
ボ
ッ
ク
ス

Information

せ

ら

知

お

集

募
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詳
細
は
、東
温
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
生
涯
学

習
課
（
℡
９
６
４
・
１
５
０
０
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

憲
法
週
間
行
事　

無
料
法
律
相
談
会

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
憲

法
週
間
で
す
。

　

愛
媛
弁
護
士
会
主
催
、
松
山

地
方
裁
判
所
お
よ
び
松
山
家
庭

裁
判
所
後
援
で
、
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

５
月
13
日
㈮

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

松
山
地
方
裁
判
所

○
定　

員　

80
名

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
す
。

○
申
込
方
法　
　

往
信
用
は
が
き
の
表
に
次

の
あ
て
先
と
返
信
用
は
が

き
の
表
（
相
談
希
望
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
）
を

ご
記
入
の
う
え
、
お
申
込
く

だ
さ
い
。

○
締　

切　

４
月
22
日
㈮

○
申
込
・
問
い
合
せ
先

〒
７
９
０
‐
８
５
３
９

松
山
市
一
番
町
３
丁
目
３
‐
８

松
山
地
方
裁
判
所　

総
務
課

無
料
相
談
係　

（
℡
９
４
１
・ 

４
１
５
１
）

65
歳
か
ら
の

　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

健
康
相
談

○
日　

時　

４
月
21
日
㈭
・
５
月
19
日
㈭

15
時
30
分
～
17
時
の
い
ず
れ

か
で
完
全
予
約
制

○
内　

容

65
歳
以
上
の
方
で
心
の
悩
み

や
心
の
病
の
相
談
、
身
体
的

な
相
談
、
地
域
生
活
の
支
援

○
担　

当

　

精
神
科
医
師
・
保
健
師

○
場　

所

家
庭
訪
問
ま
た
は
東
温
市
役

所
○
申
し
込
み
先　

　

市
役
所　

保
険
年
金
課

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
８
）

第
46
回
え
ひ
め
花
ま
つ
り

　

恒
例
の「
え
ひ
め
花
ま
つ
り
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
花
の
愛
好
家
や

生
産
者
の
手
で
育
て
ら
れ
た
美

し
い
花
々
が
集
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、９
月
開
催
予
定
の「
ど

て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に

出
品
し
て
い
た
だ
く
方
に
、
ど

て
か
ぼ
ち
ゃ
の
苗
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
生
育
・
出
品

に
挑
戦
し
て
み
た
い
方
は
、
是

非
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

※
苗
は
無
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
日　

時

５
月
３
日
㈫　

９
時
～
17
時

５
月
４
日
㈬　

９
時
～
16
時

○
会　

場

　

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所

　

花
き
研
究
指
導
室

○
問
い
合
せ
先

・
え
ひ
め
花
ま
つ
り

愛
媛
県
農
林
水
産
部
農
産
園

芸
課
野
菜
・
花
き
係

（
℡
９
１
２
・ 

２
５
７
０
）　

・
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル

　

市
役
所　

農
林
振
興
課
内

　

東
温
市
青
年
農
業
者
協
議
会

　

事
務
局

　
（
℡
９
６
４
・ 

４
４
０
９
）

Information Box

月　日 開始時刻 対戦相手

4月02日㈯ 14:00 横浜FC

4月17日㈰ 16:00 水戸ホーリーホック

4月30日㈯ 16:00 ギラヴァンツ北九州

5月14日㈯ 16:00 徳島ヴォルティス

5月27日㈮ 19:00 FC岐阜

月　日 開始時刻 対戦相手

4月26日㈫ 18:00 徳島インディゴソックス

4月29日㈮ 18:00 香川オリーブガイナーズ

月　日 開始時刻 対戦相手

4月09日㈯ 12:30 福岡ソフトバンクホークス２軍

4月10日㈰ 18:00 福岡ソフトバンクホークス２軍

愛媛ＦＣと愛媛ＭＰを
みんなで応援しよう！

愛媛ＦＣ  4・5月のホームゲーム日程表（予定）

愛媛ＭＰ  ４月のホームゲーム日程表

交流戦日程表

サ ポーターになろう

談

相

し

お

よ

も
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情 報 ボ ッ ク ス

プ
チ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
ダ
！

　

世
界
に
飛
び
出
せ
！

　
　
　
　

キ
ッ
ズ
広
場
！！

○
日　

時

　

４
月
20
日
㈬

　

17
時
～
17
時
50
分

○
場　

所

　

中
央
公
民
館　

２
階

　

研
修
室
等

○
受
講
料

　

１
回
に
つ
き
５
０
０
円

　

教
材
費
等
自
己
負
担
で
す
。

○
保
険
料

　

６
０
０
円

初
回
の
み
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
が
必
要
で
す
。

○
受
講
資
格

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
に

通
う
児
童
生
徒

○
申
込
先

　

生
涯
学
習
課

　

(

℡
９
６
４
・ 

１
５
０
０)

花
い
っ
ぱ
い
運
動

○
開
催
日

５
月
７
日
㈯　

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
刺
し
芽

６
月
４
日
㈯　

定
植

○
時　

間　

８
時
50
分
集
合

　

９
時
～
11
時

○
場　

所

　

中
央
公
民
館　

西
側
駐
車
場

※
小
雨
の
場
合
は
、
決
行
し
ま
す
。

郷
土
史
講
座

○
日　

時　

５
月
７
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時

○
場　

所　

中
央
公
民
館

　

第
１
・
第
２
研
修
室

○
講　

師 
　

伊
予
史
談
会 

副
会
長

　

清
水　

正
史　

先
生

○
演　

題

　
「
金
毘
羅
街
道
に
つ
い
て
」

○
聴
講
料　

無
料

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
℡
９
６
４
・ 

０
７
０
１
）

一般講座の受講者を募集します！

いきがい大学 レディース学級
　互いに学び合い、語り合い、笑い合い、心をつない
で楽しいひとときを過ごしましょう。

講座予定　5月から年間8回開催
募集定員　150名（東温市内に在住する60歳以上の方）
受 講 料　無料(ただし実習は全額自己負担・県外研
　　　　　修は半額自己負担です。)
内　　容　いきがいに関する講座・料理教室・人権
　　　　　講座・健康体操・教養講座・県外研修・
　　　　　三世代交流仲よし運動会・健康講座等
目　　的　高齢者を対象に、高齢社会において必要
　　　　　な知識や技能等を学習します。
問 合 先　教育委員会　生涯学習課（℡964-1500）
申込締切　4月20日㈬まで

　学ぶなかで、人の輪と興味関心の輪を広げ、心豊
かに人生を楽しく過ごしましょう。

講座予定　5月から年間8回開催
募集定員　100名（東温市内に在住する女性）
受 講 料　無料(ただし実習は全額自己負担・県外研
　　　　　修は半額自己負担です。)
内　　容　健康講座・趣味講座・人権講座・応急手
　　　　　当実習・県外研修・三世代交流仲よし運
　　　　　動会・教養講座等
目　　的　女性を対象に、生涯学習社会において必
　　　　　要な知識や技能等を学習します。
問 合 先　教育委員会　生涯学習課（℡964-1500）
申込締切　4月20日㈬まで

回 月 事　業　内　容 開催場所

1 5月 開講式・いきがいに関する講座 中 央 公 民 館

2 6月 人権ゼミナール 中 央 公 民 館

3 7月 健康体操 川 内 公 民 館

4 8月 教養講座（法律問題）　 川 内 公 民 館

5 11月 県外研修（歴史・文化を訪ねる） 鳥 取 県 方 面

6 12月 料理講座 農村環境改善
セ ン タ ー

7 1月 三世代交流仲よし運動会 川 内 公 民 館

8 2月 閉講式・健康に関する講座 川 内 公 民 館

回 月 事　業　内　容 開催場所

1 5月 開講式・健康講座 川 内 公 民 館

2 6月 人権ゼミナール 中 央 公 民 館

3 6月 応急手当講習会　 中 央 公 民 館

4 9月 健康講座 川 内 公 民 館

5 10月 県外研修（震災に学ぶ） 神 戸 市 方 面

6 12月 趣味講座
（フラワーアレンジメント） 川 内 公 民 館

7 1月 三世代交流仲よし運動会 川 内 公 民 館

8 2月 閉講式・教養講座 川 内 公 民 館

扉

の

び

学
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子
ど
も
読
書
の
日

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　　

４
月
23
日
は
、「
子
ど
も
読

書
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
図
書
館

で
は
、「
こ
ど
も
読
書
の
日
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
市
立
図
書
館

本
館
と
川
内
公
民
館
で
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
は
、
16
㎜
フ
ィ
ル
ム
映

画
上
映
会
に
お
は
な
し
会
、
昔

な
が
ら
の
紙
芝
居
や
さ
ん
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、

是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
図
書
館
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

中
で
す
。

○
川
内
公
民
館

　

４
月
23
日
㈯　

14
時
～

○
市
立
図
書
館
本
館

　

４
月
24
日
㈰　

11
時
～

「
た
ま
ゆ
ら
会
」
会
員
募
集

　

た
ま
ゆ
ら
会
は
、
愛
媛
県
立

図
書
館
の
「
読
書
会
協
力
図

書
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
感
銘
し
た
と
こ
ろ

を
熱
く
語
り
、
読
み
逃
し
た
場

所
の
話
に
耳
を
傾
け
、
一
冊
の

本
を
広
く
深
く
読
み
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
共
に
至
福
の
時

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
活
動
内
容

　
第
２
・
４
日
曜
日

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分　

※
図
書
館
本
館
で
開
き
ま
す
。

○
連
絡
先　

　

西
田
（
℡
９
６
４・
３
８
９
９
）

新　

刊　

案　

内

★
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

朝
吹
真
理
子
『
き
こ
と
わ
』

朝
比
奈
あ
す
か
『
月
曜
日
の

朝
へ
』
梓
林
太
郎
『
遠
山
郷

雲
海
の
殺
人
』
泉
ウ
タ
マ
ロ

『
人
生
逆
戻
り
ツ
ア
ー
』
乾
ル

カ
『
六
月
の
輝
き
』
江
上
剛

『
告
発
の
虚
塔
』
加
藤
廣
『
安

土
城
の
幽
霊
』
澤
田
ふ
じ
子

『
あ
ん
で
ら
す
の
鐘
』
瀬
尾
ま

い
こ
『
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト
』

瀬
戸
内
寂
聴
『
風
景
』
西
村

賢
太
『
苦
役
列
車
』
牧
村
一

人
『
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
＠
シ
ブ

ヤ
』
山
本
周
五
郎
『
怒
ら
ぬ

慶
之
助
』
矢
口
敦
子
『
胸
さ

わ
ぎ
の
ク
ル
ー
ズ
』

 本　　館 
TEL ９６４−３４１４
FAX ９６４−７３２２
ホームページ　http://www.toon-lib.jp
メール  bookin@toon-lib.jp
開館時間　9時～19時
休 館 日　4月30日
　　　　　　　
 川内分館 
TEL ９６６−４７２１
開館時間　9時～17時15分
休 館 日　4月17日・29日・30日

 移動図書館車運行表 
一般地区

 幸楽　11日・25日（第2・4月曜日）
 南方・則之内・河之内・町西
11日・25日（第2・4月曜日）

 樋口・横河原
12日・26日（第2・4火曜日）

 志津川・八反地・西岡・田窪・牛渕
13日・27日（第2・4水曜日）

 上樋・播磨台・野田・新村・北野田
14日・28日（第2・4木曜日）

 上村・下林・上林
8日・22日（第2・4金曜日）

 則之内東・河之内・滑川・土谷・松瀬川
9日・23日（第2・4土曜日）

 北方・松瀬川・南方
2日・16日（第1・3土曜日）

 南方・吉久・井内・則之内西
10日・24日（第2・4日曜日）

 北方西・横河原・田窪団地・上林・
下林・南野田・堀池
3日・17日（第1・3日曜日）

小学校・幼稚園
 西谷小学校・西谷幼稚園・上林小学校
18日（第3月曜日）

 南吉井小学校・重信幼稚園
19日（第3火曜日）

 拝志小学校・北吉井幼稚園
20日（第3水曜日）

 川上小学校・川上幼稚園
21日（第3木曜日）

 北吉井小学校・東谷小学校・東谷幼稚園
15日（第3金曜日）

★
そ
の
他

内
田
綾
乃
『
毎
日
を
つ
く
る

も
の
』
本
田
健
『
10
代
・
20

代
・
30
代
に
し
て
お
き
た
い

17
の
こ
と
』

★
マ
マ
の
た
め
の
お
助
け
本

渋
川
祥
子
『
料
理
が
楽
し
く

な
る
食
材
選
び
便
利
帳
』
日

本
ヴ
ォ
ー
グ
社
『
作
っ
て
あ

げ
た
い
！
げ
ん
き
な
通
園
通

学
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

メ

ス

ス

の

本４ 月 の 図 書 館

Information Box
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健 康 推 進 課　℡964-4407
川内健康センター　℡966-2191

ドクターの健康
　百科

高 齢 者 と 薬

　循環器科内科　橋田　英俊

　若年者に比べて高齢者では薬物有害反
応（薬の副作用）の発生が多いことが知
られています。その原因として様々なも
のが指摘されていますが、特に加齢によ
る薬物代謝・排泄能力の低下、また疾患
保有数が多いことに基づく多剤併用のた
め薬物相互作用（飲み合わせ）が起こり
やすいことが挙げられています。日本老
年医学会は「高齢者の安全な薬物ガイド
ライン」を作成して薬物有害反応を減ら
す取り組みを行っていますが、医療者側
の努力だけでは十分ではなく、患者さん
側の御協力が欠かせません。
　患者さんに御協力いただくことには、
体調不良時のかかりつけ医への連絡や他
の医療機関から処方があった場合の報告
などがあります。高齢者は若年者と比較
して脱水状態になり易く、脱水による腎
血流量低下に起因する薬の排泄低下は副
作用を招きます。体調不良時、特に食事
や水分の摂取ができない場合にはかかり
つけ医に連絡し、服薬量の調節などの対
応を相談することが重要です。前述の通
り疾患保有数が年齢とともに増加すると
いう統計があり、また医療の細分化（専
門化）のため、患者さんが複数の医療機
関を受診することが多い状況にあります。
患者さんの報告がなければ他の医療機関
からの処方の有無を把握するのは困難で
す。多剤併用の弊害をなくすために、報
告を忘れないでください。
　その他の問題として、高齢者、特に後
期高齢者の服薬管理能力の低下が挙げら
れます。認知症の中でも服薬管理能力の
低下は最も早期にみられる症状とされて
いますが、服薬過誤（特に重複服用）か
ら重篤な有害反応が引き起こされること
があります。本人が管理できない場合に
は御家族の補助や管理のもとで服用して
いただくことが必要です。
　薬を怖がる必要はあり
ませんが、薬の種類によっ
ては生命にかかわる有害
反応を惹起する可能性が
あるため、有害反応を減
らす取り組みを続けるこ
とが大切です。

こころの健康相談（予約制）
　原因はわからないがしんどい、人間関係がうまくいか
ないなど、心や体の相談に医師と保健師が応じます。
日　　時　4月20日㈬　10時～12時
　　　　　久米病院　大上まどか医師
場　　所　川内健康センター・東温市役所及び家庭訪問
定　　員　2名

精神保健家族教室
　こころの病気を抱える方のご家族同士で思いを語った
り、一緒に学んだりする場として開催します。
日　　時　4月18日㈪　13時30分～15時
場　　所　市役所
内　　容　座談会「思いを語ってリフレッシュ！」

新生活応援　「めざましごはんキャンペーン」
　皆さんは、朝ごはんをちゃんと食べていますか。
　新生活が始まる4月。食育への取組みの一環として、
朝ごはんをきちんと摂るよう若者に訴えるのが「めざま
しごはんキャンペーン」です。
　何かと慌ただしい現代社会。
　朝ごはんを食べる習慣がイライラを抑えることにもつ
ながります。めざましごはんを食べてあなたも気持ちも
心もリラックスしましょう。

朝食を抜いてしまうと…
　朝食を抜いて学校や職場に行くと、なんとなくイライ
ラしたり、集力が出なくて、勉強や仕事がはかどらない
ことはありませんか。これは、脳のエネルギーが不足し
ていることが原因です。
脳のエネルギーはブドウ糖…
　脳の活動エネルギーは主にブドウ糖の働きによるもの
ですが、体内には大量に貯蔵しておくことが出来ません。
ですから、朝食を食べないと、脳のエネルギーが不足し、
集中力や記憶力も低下してしまいます。朝食をきちんと
食べる習慣がある人とない人では、仕事や勉強、スポー
ツなどでも大きな差が出るといわれています。あなたも
めざましごはんで1日を最高な形でスタートさせましょう。
不足したエネルギーを補うには…
　おすすめは、ずばり「ごはん食」です。「ごはん」は
粒食なので、ゆっくりと吸収され、なだらかに血糖値を
上げて、長時間維持します。つまり、脳にとって非常に
安定したブドウ糖の供給源なのです。さぁ、気持ちよく
シャキッと1日を始めるために、朝からしっかり「ごはん」
を食べましょう。
食後約3時間で消化されるのは…
　朝に食べた「ごはん」は、健康な成人男女であれば約
3時間で消化されてしまい、その後、ブドウ糖の濃度は
下がっていきます。昼食を12時ぐらいに摂るとすれば、
その3時間前、遅くても朝9時までに「ごはん」を食べる
と、良い間隔でブドウ糖が補給できます。
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健康相談
　血圧測定等を行っています。健康に関することはお気軽にご相談
ください。
日　　時　毎週水曜日　9時～11時
場　　所　川内健康センター隣の健康ハウス

病態別栄養相談（予約制）
　食事記録にもとづいて管理栄養士による栄養計算や個人に応じた
相談、またご質問などにもお答えします。
日　　時　4月15日㈮・22日㈮　9時～12時（栄養相談1時間）
場　　所　中央公民館　第3研修室
予約時間　9時～10時、10時～11時、11時～12時
申　　込　川内健康センター（℡966－2191）までご連絡ください。

ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチンの予防接種について
　平成23年3月1日から公費助成が開始された『ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチンの予防接種』
について、テレビ・新聞等でご存知の方も多いかと思いますが、以下の理由から、接種の一時的見合せや接
種開始が遅延されています。接種ができるようになれば、あらためて広報等でお知らせします。

ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン　接種の一時的見合せについて
　3月2日から3月4日までにワクチン接種後の死亡例が報告されたことを受けて、3月5日から一時的に接種
を見合せています。
子宮頸がん予防ワクチン　接種開始の遅延について
　全国的に医療機関からの注文が殺到したことから、十分な供給ができなくなったと製造販売会社から報告
があり、現在、国や県が調整・協議中です。

Healthy	Life

やっぱり健 康健 康
Healthy	Life

  母子保健事業 お母さんの健康を守り、健やかな子どもを産み育てるための保健サ－ビスを行っています。

乳幼児健診・相談・教室
事 業 名 内　　 容 対 象 児 実 施 日 時　　 間 場　　　所

離乳食教室

・離乳食の進め方・作り方に
ついての話と試食

・東温市母子保健サービスの
紹介

・身体計測

平成22年12月生・
1歳未満の未参加者 4月19日㈫

受付：9時30分～
10時

教室：10時～
11時30分

※2
い わ が ら
こ ど も 館7か月児

教室

・小児科医師による病気につ
いての話

・歯科衛生士によるむし歯予
防の話

・救急救命士による小児救急
事故予防の話

平成22年9月生 4月19日㈫
受付：12時30分～

13時
教室：13時～

14時30分

赤ちゃん
相談

・身体計測　※1
・保健師・保育士による育

児相談
・管理栄養士による栄養相談

0～1歳9か月未満
4月12日㈫ 相談：9時30分～

11時4月14日㈭
※2
川 内 健 康
セ ン タ ー3歳児

健康診査 ・3歳児の健康の確認と相談 平成19年9･10月生 4月27日㈬
受付：13時～14時
健診：13時～

15時30分

※1　乳幼児の身体計測は、子育て支援センターが開催している「赤ちゃん広場」でも測定できます。（21ページ参照）
※2　4月から実施場所を変更しています。ご注意ください。

1歳6か月児健康診査

  高齢者・成人保健事業    健やかな老後を過ごすための予防的な観点から40歳以上の方を対象の事業を行っています。



人の動き（平成23年3月1日現在）

人　口
　男　　16,467人（－13）
　女　　18,107人（－ 4）
　計　　34,574人（－17）
世　帯　14,047戸（＋ 3）
　　　　　  ※(　)内は前月比

表紙の写真
　「自分たちの地域は、自分たちで守る」という
郷土愛の精神で活動する消防団員。3月6日、東
温市総合公園多目的グラウンドで消防関係団体
が集結する平成23年東温市消防出初式が開催さ
れました。写真は、火災現場でのポンプ操作の
速さと正確性を競うポンプ操法の様子です。こ
の日のために厳しい訓練を重ねてきた各分団の
選手たちは、迅速な動きと真剣な表情でホース
延長やポンプの操作に取り組み、会場は終始熱
気に包まれていました。

編集後記
　3月11日、東日本を襲ったマグニチュード9.0の巨大地震。地震
発生から10日以上経過した現在でも、その余波は続いており、い
まだ被害の全貌は明らかになっていません。テレビで流れる見たこ
ともないような映像は、想像を絶する悲惨なものでした。復興には
長い年月がかかるかもしれませんが、こんな時だからこそ、自分が
やれることを考え前を向かなくては…強い気持ちがなければ行動は
生まれません。
　長い間ご愛読いただきましたが、今月号をもって広報とうおんを
卒業することになりました。後進が創るフレッシュな広報紙に期待
を込めて…「本当にありがとうございました。」

発行・編集　〒791−0292 愛媛県東温市見奈良530番地1　 東温市役所 総務部 総務課　　　　　　　　　　　  印　刷　岡田印刷㈱
　　　　　　Tel 089−964−2001㈹　Fax 089−964−1609㈹　E-mail　soumka@city.toon.ehime.jp　　　　再生紙を使用しています。

4/1 金

2 土

3 日
◆当番医　泉内科　℡966－2226

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土
●かぼちゃんのおはなしかい　11：00～　市立図書館 

10 日
◆当番医　辻井循環器科内科　℡964－0013
●愛媛県議会議員選挙　投開票日

11 月
●行政相談　13：00～　福祉館

12 火
●健康体操（A）　19：30～　福祉館

13 水
●人権相談所　13：00～　川内公民館

14 木
●ちびちびちゃんのおはなし会　11：00～　市立図書館
●心配ごと相談　13：00～　福祉館
●福祉館じんけん相談　19：00～　福祉館

15 金

16 土

17 日
◆当番医　愛媛病院　℡964－2411

18 月

19 火
●健康体操（B）　19：30～　福祉館

20 水
●世界に飛び出せ　キッズ広場　17：00～　中央公民館

21 木
●人権相談所　13：00～　市役所

22 金

23 土
●かすみの森公園多目的広場オープニングセレモニー　10：00～　重
信川河川敷（上村）　●かぼちゃんのおはなしかい　11：00～　市立
図書館　●子ども読書の日フェスティバル　14：00～　川内公民館

24 日
◆当番医　藤本内科クリニック　℡960－5500   
●子ども読書の日フェスティバル　11：00～　市立図書館

25 月

26 火
●健康体操（A）　19：30～　福祉館

27 水
●さくらの湯　休館日
●各種相談事業　10：00～　市役所　13：30～　福祉館

28 木
●ちびちびちゃんのおはなし会　11：00～　市立図書館
●心配ごと相談　13：00～　農村環境改善センター
●行政相談　13：00～　農村環境改善センター

29 金
■昭和の日
◆当番医　重信クリニック　℡964－1188

30 土

5/1 日
◆当番医　北上靖博整形外科　℡975－3753

2 月

3 火
■憲法記念日
◆当番医　西野内科クリニック　℡964－2200
●えひめ花まつり　9：00～　花き研究指導室（旧花きセンター）

　大きなランドセルを背負いながら元気よく登
校するピカピカの一年生。微笑ましい光景です
が、一方で道路の通り方など新しい環境の中で
不慣れな場合も多くなりがちです。新入学シー
ズンを迎え、市内の小中学校や幼稚園、保育園
などでは、交通安全教室が開かれています。正
しい交通ルールを習慣付けることで、交通事故
を未然に防止するためのこの教室。私たちドラ
イバーも交通安全を再確認しましょう。

季節の足音 あのころ

おわびと訂正　　 謹んでお詫びいたします。
●３月号に掲載した特別職の報酬等の状況で訂正箇所がありました。
　　市長の給料 （誤）８８２，０００円 →（正）８８０，０００円
　　副市長の給料 （誤）６８９，０００円 →（正）６８８，０００円
　　教育長の給料 （誤）５８３，０００円 →（正）５８２，０００円
　　議長の報酬 （誤）３９９，０００円 →（正）３９８，０００円
　　副議長の報酬 （誤）３２６，０００円 →（正）３２５，０００円
　　議員の報酬 （誤）３００，０００円 →（正）２９９，０００円
　　※訂正後の金額は、平成 22 年 4 月 1 日現在です。


